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わかりやすいサッカーのルールのおはなし
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みなさーん。

サッカーのルールを知っていますか。
し

サッカーのルールを勉 強 すれば
べんきよう

プレーが もっとおもしろくなりますよ。

レッツゴー !

サッカーのルールの おはなし。

はじめに

サッカーの試合は、サッカー競技規則によってプレーされます。
しあい きようぎきそく

サッカー 競 技規則（Laws of the Game）は、国 際サッカー評 議 会
きようぎ きそく こくさい ひようぎかい

（IFAB）によって作られ、毎 年、改 訂されます。
つく まいとし かいてい

そして、国 際サッカー連 盟（FIFA）のもとで開 催されるサッカー競 技
こくさい れんめい かいさい きようぎ

は、すべて、この競技規則でプレーされます。
きようぎきそく

みなさんは、 競 技規則は審 判 員だけが知っていれば良いと思ってい
きようぎ きそく しんぱんいん し よ おも

ませんか。

競技規則は、審 判 員はもちろん、選 手、監 督、コーチなど、すべ
きようぎきそく しんぱんいん せんしゆ かんとく

てのサッカー関 係 者が知り、 競 技のフィールドで、お互いをリスペク
かんけいしや し きよう ぎ たが

ト（尊 敬）することが大 切です。
そんけい たいせつ

広島県サッカー協会審判委員会

引用元（日本サッカー協会 2025/26年 サッカー競技規則から）



みなさーん。サッカーのルールは

何 条 あるか しっていますか ？
なんじよう

１７ 条 です。
じよう

も く じ
ページ

第１条 競 技のフィールド １
きようぎ

第２条 ボール ５

第３条 競 技者 ６
きようぎしや

第４条 競 技者の用具 ９
きようぎしや ようぐ

第５条 主 審 １１
しゆしん

第６条 その他の審 判 員 １４
た しんぱんいん

第７条 試合時間 １５
しあいじかん

第８条 プレーの開始および再 開 １８
かいし さいかい

第９条 ボールインプレーおよびボールアウトオブプレー ２０

第 10条 試合 結果の決 定 ２０
しあいけつか けつてい

第 11条 オフサイド ２４

第 12条 ファールと不正 行為 ３１
ふせいこうい

第 13条 フリーキック ４４

第 14条 ペナルティーキック ４８

第 15条 スローイン ５４

第 16条 ゴールキック ５８

第 17条 コーナーキック ６０

ユース・年 長 者・ 障 がい者・グラスルーツ（レクリエーション）のサッカーは、
ねんちようしや しよう しや

つぎの変 更ができます。
へんこう

① 競 技のフィールドの大きさ。
きようぎ おお

②ボールの大きさ、重さ、材 質。
おお おも ざいしつ

③ゴールポストの間 隔とクロスバーのグランドからの高さ。
かんかく たか

④試合時間。
しあいじかん

⑤再交 代の使用。
こうたい しよう

【ちゅうい】

この「わかりやすいサッカーのルールのおはなし」は、

日本サッカー 協 会の公 式の文 書ではありません。
にほん きようかい こうしき ぶんしよ

もっとくわしく知りたかったら 競技規則をみてく
し しきようぎきそく

ださい
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第１条 競技のフィールド
だ い じよう きよう ぎ

みなさーん。サッカーのゲームを

するところを なんというでしょか。

「 競 技のフィールド」といいます。
きよう ぎ

みなさーん。 「 競 技のフィールド」の それぞれの
きよう ぎ

場所の よびかたを 覚えましょう。
ば しよ おぼ

タッチライン ゴールライン

コーナーエリア

ペナルティーエリア ハーフウエーライン

センターサークル ゴールエリア

センターマーク

ペナルティーアーク ペナルティーマーク

【さんこう しりょう】 【 直 角のマークについて】
ちよつかく

このマークは、コーナーキックのときに

9.15m 守備側 競 技者が、はなれなければな
しゆびがわきようぎしや

ならない距離をしめしています。
きより

攻 撃 側 守備側 競 技者
こうげきが しゆびがわきようぎしや

競 技 者
きようぎし

コーナー 5cm
フラッグ 30cm
ポスト 1m 9.15m
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【もんだい】 「 競 技のフィールド」とは どこの 場所でしょうか 。
きようぎ ばしよ

【こたえ】 選 手が プレーする 「タッチラインとゴールラインに囲まれたとこ
せんしゆ かこ

ろ」です。

第４の審 判 員 席
だい しんぱんいんせき

ベンチ ベンチ

【もんだい】 「フィールド」とは どこの 場所でしょうか 。
ばしよ

【こたえ】 「 競 技のフィールド」のそとで 副 審の走るタッチラインの外や、
きよう ぎ ふくしん はし そと

ベンチなどのある、試 合運 営 を、するところです。
し あいうんえい

【もんだい】 キックオフのとき ハーフウエーラインを 踏んでもよいですか。
ふ

【こたえ】 ラインを 踏んではいけません。
ふ

【さんこう しりょう】

※キックオフのとき、攻 撃 側 競 技 者も守備側競技者も
こうげきがわきようぎしや しゆびがわきようぎしや

ハーフウエーラインを、くつで踏んでは、いけません。
ふ

ハーフウエーライン

タッチライン
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※ キックオフのとき、足が自分サイドのグランド
あし じぶん

についていれば 上 半 身 が相手サイドに
じようはんしん あいて

入ってもよいです。
はい

ハーフウエーライン

タッチライン

【オフサイドの判 断のとき】
はんだん

自分のサイドのハーフ 相手サイドのハーフ
じぶん あいて

ハーフウエーラインは

どちらのハーフにも

ふくまれません。

【もんだい】 ゴールエリアはラインも ふくまれますか。

【こたえ】 ラインも ふくまれます。

【さんこう しりょう】 ゴールエリア
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【もんだい】 ペナルティーエリアはペナルティーアークも ふくまれますか。

【こたえ】 ふくまれません。しかし、ペナルティーエリアのラインは ふくまれます。

【さんこう しりょう】 ペナルティーエリア

ペナルティーアーク

【もんだい】ゴールネットで囲まれたところは、 競 技 のフィールドにふくまれますか。
かこ きようぎ

【こたえ】 ふくまれません。

【さんこう しりょう】 競 技 のフィールド
きようぎ

【もんだい】 コーナーフラッグポストの位置は、どれが正しいですか。
い ち ただ

【こたえ】



- 5 -

【さんこうしりょう】 １６．５ｍ ５．５ｍ

１１ｍ

22ｃｍ

９．１５ｍ

第２条 ボール
だ い じよう

（１）ボールは、次のものとします：
つぎ

① 球 形
きゆうけい

②適 切な材 質
てきせつ ざいしつ

③外 周 は、６８ｃｍ以 上 、７０ｃｍ以下。（試合中ずっと）
がいしゆう いじよう い か

④重さは、試合 開始時に４１０ｇ以 上 、４５０ｇ以下。（試合開始時に）
おも しあいかいし じ いじよう い か

⑤空気圧は、海 面の高さの気圧で、０．６～１．１気圧 。（試合中ずっと）
くうきあつ かいめん たか きあつ きあつ

（２）ボールに異 常があったときは：
いじよう

→ ①プレーは、停止される。 ②プレーは、ドロップボールで再 開される。
てい し さいかい

→ ただし、キックオフ、ゴールキック、コーナーキック、フリーキック、ペナ

ルティーキック、またはスローインのときにボールに異 常があったときは
いじよう

→ プレーの再 開をやり直す。
さいかい なお

【もんだい】 試合 中 に 雨がふり ボールが 規定の重さより 重くなりました。
しあいちゆう あめ きてい おも おも

主審は ボールの交 換をしなければいけないでしょうか
しゆしん こうかん

【こたえ】 ルールには 「重さは 試合 開始時・・・」と書かれています。
おも しあいかいし じ か

だから、かならず交 換することはありませんが、交 換してもかまいません。
こうかん こうかん
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【もんだい】 試合 中 に 雨がふりボールが ふくらんて規定の外周の長さより長
しあいちゆう あめ きてい なが なが

くなりました。主 審はボールの交 換をしなければいけないでしょうか
しゆしん こうかん

【こたえ】 ルールには 「外 周 は６８㎝以 上 ７０㎝以下と 書かれています。
がいしゆう いじよう い か かか

「試合中ずっと・・・」だから、必ず交 換する必 要があります。
こうかん ひつよう

【もんだい】 ボールの空気圧が 規定より低くなったときは、主 審はボールの交 換
くうきあつ きてい ひく しゆしん こうかん

をしなければいけないでしょうか

【こたえ】 ルールには 外 周 の規定と同じように書かれているので「試合 中 は」
がいしゆう きてい どう か しあいちゆう

規定を守らなければいけません。必ず交 換する必 要があります。
きてい まも こうかん ひつよう

第３条 競技者
だ い じよう きよう ぎ し や

（１） 競 技者の数
きようぎしや かず

※ ８人制サッカーは、８人です。
にん せ い に ん

①試合は、１１人以下の 競 技者の２つのチームによって 行 われます。
しあい にんい か きようぎしや おこな

（１１人以下であっても試合はできます）。
にんい か しあい

７人未満はできません。（６人はダメです）
にんみまん にん

②そのうちの１ 人 はゴールキーパーです。
ひとり

（ゴールキーパーはチームに 必 ず、必 要です。
かなら ひつよう

③どちらかのチームが７人未満になったら、試合は開始も、続けることもで
にんみまん しあい かいし つづ

きません。

（７人は OK、６人で NO・・・ただし、PK戦のときは、べつです）。
にん にん

④１人以上の 競 技者が、かってに 競 技のフィールドからでて、 競 技者
ひとりいじよう きよう ぎしや きよう ぎ きよう ぎ しや

が７ 人未満となったら： → 主 審はプレーをとめなくてもよいです。
ななにんみまん しゆしん

しかし、ボールがアウトオブプレーになったあとに、１チームの 競 技者
きようぎ しや

が７人未満なら、試合を再 開してはいけません。
にんみまん しあい さいかい
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（２）交 代の数
こうたい かず

※ 交 代の数は、試合ごとに、きめられています（試合の競技規定）。
こうたい かず しあい きようぎきてい

（３）交 代の方 法
こうたい ほうほう

①ふつうの試合の交 代 ： 交 代 人 数が、きめられていて、一度交 代する
しあい こうたい こうたいにんずう いち ど こうたい

と、そのあとの、試合には、でられません。
しあい

②「自由な交 代」 ： ボールがインプレー 中 でも、アウトオブプレー 中
じ ゆう こうたい ちゆう ちゆう

でも、できます。そして、何 回でも交 代できます。
なんかい こうたい

③「再 交 代」 ： ボールがアウトオブプレー 中 にできます。
さいこうたい ちゆう

そして、何 回でも交 代できます。
なんかい こうたい

（４）交 代の進め方
こうたい すす かた

競 技者が交 代 要 員と交 代するとき：
きようぎしや こうたいよういん こうたい

①交 代するまえに、主 審にしらせる。
こうたい しゆしん

②交 代して でる 競 技者は、
こうたい きようぎしや

・けがをして、でている時以外は：、→ 主 審の 承 認をえて 競 技のフィ
ときいがい しゆしん しようにん きようぎ

ールドからでる。

・ 競 技者は、タッチラインやゴールラインに一 番ちかいところから、でな
きよう ぎ しや いちばん

ければいけません。

【さんこうしりょう】

出る選 手は、タ
で せんしゆ

（出る選 手） （出る選 手） ッチライン・ゴール
で せんしゆ で せんしゆ

ラインに 一 番 ちか
いちばん

いところからでま

す。

ダメ ダメ

本部席

交 代 要 員は、つぎの時に、 競 技のフィールドに入ることができます。
こうたいよういん とき きようぎ はい

①プレーの停止 中 。
ていしちゆう

②ハーフウエーラインのところから。

③でる 競 技者が 競 技のフィールドをでたあと。
きようぎしや きようぎ

④主 審の合図をうけてから。
しゆしん あいず



- 8 -

（５）ゴールキーパーの交 代
こうたい

ゴールキーパー以外の 競 技者は、つぎの時にゴールキーパーと交 代できます。
いがい きようぎしや とき こうたい

①交 代するまえに、主 審にしらせる。
こうたい しゆしん

②プレーの停止 中 に交 代する。
ていしちゆう こうたい

（６）反 則と罰 則
はんそく ばつそく

みなさーん。 主審に しらせずに
しゆしん

ゴールキーパーと フィールドプレーヤーが

交代したときは どうしますか。
こうたい

【こたえ】

①プレーを続けさせます。
つづ

②次にボールがアウトオブプレーになったとき、 両 チームの
つぎ りよう

競 技 者を警 告します。
きようぎしや けいこく

【さんこうしりょう】 「脳 震 盪」の交 代
のうしんとう こうたい

選手同士が、 頭 をぶつけて「脳 震 盪」や、その 疑 いがある時は、慎 重
せんしゆどうし あたま のうしんとう うたｇ とき しんちよう

にチェックする必 要があります。
ひつよう

「脳 震 盪」で交 代する時は、決められた交 代 数に、一人プラスすることが
のうしんとう こうたい とき き こうたいすう

できます。そのときに、相手チームは「脳 震 盪」でなくとも、同じように一人
あいて のうしんとう おな

プラスすることができます。

（７）チームキャプテン

それぞれのチームには（キャプテンとして）わかるように、腕にアームバンドをつ
うで

けたキャプテンがいなければなりません。

主 審は、判 定やルールのことについて、キャプテンだけに話すことができます。
しゆしん はんてい はな

そのときは：

①主 審は笛を吹いて、つぎのシグナルをして、「キャプテンオンリー」をはじめます。
しゆしん ふえ

４ｍ ４ｍ チームキャプテン

両 腕を上にあげて手首の それから手のひらをひらいて腕をまえに
りよううで うえ てくび

ところで交差させる 出し選手に近づかないことを示します
こうさ しめ
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第４条 競技者の用具
だ い じよう きよう ぎ し や よ う ぐ

（１）安 全
あんぜん

競 技者は、危険な用具を、からだにつけてはいけません。
きようぎしや きけん ようぐ

・ネックレス、指輪、ブレスレッド、イヤリング、皮革でできたバンド、ゴムで
ゆびわ か わ

できたバンドなどは、だめです。

・これらの装 身具をテープでまくことは禁止です。
そうしんぐ きんし

・ 競 技者は → 試合 開始前に検査されます。
きようぎしや しあいかいしまえ けんさ

・交 代 要 員は → 競 技のフィールドに はいる前に検査されます。
こうたいよういん きようぎ まえ けんさ

競 技者が、認められていない危険な用具や装 身具を つけている、あ
きよう ぎ しや みと き けん よう ぐ そうしん ぐ

るいは用いているとき → 主 審はその 競 技者に次のことを命じます。
もち しゆしん きようぎしや つぎ めい

①認められていないものを はずさせる。
みと

② 競 技者がはずすことができないか、またはそれを拒んだときは、次にプレ
きよう ぎ しや こば つぎ

ー がとまったとき

→ その 競 技者を 競 技のフィールドから出します。
きようぎしや きようぎ だ

競 技者が拒んだり、 再 び身につけていたとき：
きようぎしや こば ふたた み

→ その 競 技者は警 告されます。
きようぎしや けいこく

（２）基本 的な用具
きほんてき ようぐ

①袖のあるシャツ
そで

②ショーツ

③ソックス：テープをまくときソックスの色と同じものでなければいけません。
いろ おな

④すね当て：ソックスで覆われていなければいけません。
あ おお

⑤靴：（スパイクでなく運 動 靴てもよい）
くつ うんどうぐつ

ゴールキーパーは、トラックスーツのパンツをはくことができます。

チームキャプテンは、競 技 会 主 催 者によって用意もしくは認められたアームバン
きようぎかいしゆさいしや ようい みと

ド、または単 色のアームバンドをつけなければなりません。
たんしよく
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みなさーん。

くつがぬげたり すねあてがはずれたときに、

シュートしてボールがゴールに入ったら、
はい

得点ですか。
とくてん

【こたえ】 得 点です。
とくてん

しかし、できるだけ早く、くつや すねあてを つけてください。
はや

（３）色
いろ

① 両 チームは、おたがいに、また審 判 員と、ちがう色のユニフォームを着な
りよう しんぱんいん いろ き

ければいけません。

②それぞれのゴールキーパーは、他の 競 技者、審 判 員と、ちがう色のユニフ
た きようぎしや しんぱんいん いろ

ォームを着なければいけません。
き

③アンダーシャツを着るときは：
き

・シャツの袖の色とおなじ色で１色とします。
そで いろ いろ いろ

・または、シャツの各 袖とまったく同じ色とします。
かくそで どう いろ

④アンダーショーツやタイツは、ショーツの主たる色、またはショーツの裾と同
しゆ いろ すそ どう

じ色でなければいけません。
いろ

（４）反 則と罰 則
はんそく ばつそく

用具の反 則があったときは：
ようぐ はんそく

→ 主 審の指示で、正します。
しゆしん し じ ただ

→ 用具を正すために、競 技のフィールドを離れた 競 技者は、審 判 員
ようぐ ただ きようぎ はな きようぎしや しんぱんいん

に用具を点 検されてから、競 技のフィールドへ入ります。
ようぐ てんけん きようぎ いり

競 技者が主 審にしらせずに 競 技のフィールドに入ったとき：
きようぎしや しゆしん きようぎ はい

→ その 競 技者は警 告されます。
きようぎしや けいこく

その警 告をするために主 審がプレーをとめたとき：
けいこく しゆしん

→ プレーをとめたたときにボールがあったところから、間 接フリーキック
かんせつ

で再 開します。
さいかい
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第５条 主審
だ い じよう し ゆ し ん

（１）主 審の権 限
しゆしん けんげん

※ けんげん：審 判 員として、ルールに 従 って審 判をすることです。
しんぱんいん したが しんぱん

試合は、主 審によってコントロールされます。
しあい しゆしん

（２）主 審の決 定
しゆしん けつてい

主 審の決 定は、かえられません。
しゆしん けつてい

（ただし、次のプレーが始まる前であれば、できます）
はじ まえ

主 審や、すべての審 判 員の決 定は、常にリスペクトされなければいけません。
しゆしん しんぱんいん けつてい つね

プレーを再 開したあとは主 審がその前の決 定が、まちがっていても、または、
さいかい しゆしん まえ けつてい

その他の審 判 員の連 絡があっても、判 定を変えることはできません。
た しんぱんいん れんらく はんてい か

（３） 職 権と任務
しよつけん にんむ

※ しょっけんと にんむ ： 主 審のしごとのことです。
しゆしん

●主 審は ：
しゆしん

① 競 技規則に 従 って、その他の審 判 員といっしょに 試合をコントロール
きようぎ きそく したが た しんぱんいん しあい

します。

③試合時間をはかったり、得 点などの記録をとります。
しあいじかん とくてん きろく

③プレーを再 開するときに 合図をします。
さいかい あいず

●アドバンテージ

※ アドバンテージ： 利益になることです。
りえき

※ りえき： とくや もうけになることです。

反 則がありました → 反 則された選 手がボールを持っています
はんそく はんそく せんしゆ も

反 則がありました → 反 則された選 手が味方にボールをパスしました
はんそく はんそく せんしゆ みかた

反 則がありましたが、相手チームの利益に なりそうなときは プレーを続け
はんそく あいて りえき つづ

させます。 これを アドバンテージ といいます。

そのとき、または、数 秒 以内に、利益にならなかったら もとの反 則をとり
すうびよういない りえき はんそく

ます（これを、ロールバックといいます）。
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● 懲 戒 処置
ちようかいしよち

※ ちょうかいしょち：悪いことをした選 手にイエローカードを示して「警 告」
わる せんしゆ けいこく

したり、レッドカードを示して「退 場」にしたりすること
たいじよう

です。

①同時に２つ以 上 の反 則があったときは：→ より重いものを罰します。
どうじ いじよう はんそく おも ばつ

②イエローカードを示して警 告します。
しめ けいこく

③レッドカードを示して退 場 させます。
しめ たいじよう

④テクニカルエリア内のチーム役 員が、責 任ある態度で行 動しなかったとき、
ない やくいん せきにん たいど こうどう

（チーム役員にも カードを示すことができます）

・ 注 意します。
ちゆうい

・イエローカードで警 告します。
けいこく

・レッドカードで退 場 させます。
たいじよう

●負 傷 ※ ケガのこと。
ふしよう

① 競 技者のケガが軽いとき：
きようぎしや かる

→ ボールがアウトオブプレーになるまでプレーを続けさせます。
つづ

② 競 技者が重いケガをしたとき：
きようぎしや おも

→ プレーをとめて 競 技のフィールドから 運びだします。
きようぎ はこ

→ ケガをした 競 技者は 競 技のフィールド内での治 療 はできません。
きようぎしや きようぎ ない ちりよう

→ 治 療 のために 競 技のフィールドをでたら、プレーが再 開された後
ちりよう きようぎ さいかい ご

（ワンプレー後）まで入れません。
ご はい

→ ボールがインプレー 中 は、タッチラインのみから入れます。
ちゆう はい

→ ボールがアウトオブプレー 中 は、ゴールラインでもタッチラインでも
ちゆう

どこからでも入れます。
はい

③血がでた 競 技者は、 競 技のフィールドから出さなければいけません。
ち きようぎしや きようぎ だ

血がとまったあとか、用具に血がついていないことが確 認できたら、主 審の
ち ようぐ ち かくにん しゆしん

合図で競技のフィールドに入れます。
あいず はい

④主 審がドクターまたはタンカを 競 技のフィールドにいれたら、 競 技者は
しゆしん きよう ぎ きよう ぎ しや

タンカにのるか、歩いて、 競 技のフィールドを出なければいけません。
ある きようぎ で

競 技者が拒んだら： → 警 告されます。
きようぎしや こば けいこく
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【例 外規定】 ※ れいがいきてい：別の約 束ごとです。、
れいがいきてい べつ やくそく

次のときは 競 技のフィールド内で治 療 ができます。
つぎ きようぎ ない ちりよう

①ゴールキーパーが負 傷 したとき。
ふしよう

②ゴールキーパーとフィールドプレーヤーが ぶつかって 治 療 が必 要なと
ちりよう ひつよう

き。

③同じチームの 競 技者が 衝 突し、手当が必 要なとき。
どう きようぎしや しようとつ てあて ひつよう

④ 命 に危険があるとき。
いのち きけん

⑤ペナルティーキックが与えられ、ケガをした 競 技者がキッカーとなるとき。
あた きようぎしや

（４）主 審の用具
しゆしん ようぐ

基本 的な用具 主 審は、つぎの用具をもちます。
きほんてき ようぐ しゆしん ようぐ

①時計（２個）
と けい こ

ストップウォッチ ③レッドカードとイエローカード。

②笛（２個：１個は予備）
ふえ こ こ よ び

ホイッスル ④メモ用紙と筆記用具
ようし ひつきようぐ

⑤コイン １個

【さんこう しりょう】

●主 審の笛の使い方。
しゆしん ふえ つか かた

笛を吹くとき 笛を吹かないとき
ふえ ふ ふえ ふ

●試合の前 半、後 半、延 長 戦も、 ●次のようにプレーを止めると
し あい ぜんはん こうはん えんちようせん つぎ

また得 点 後のキックオフのとき。 き：
とくてんあと

●次のようにプレーを止めるとき： ・ゴールキック、コーナーキック、
つぎ

・フリーキックまたはペナルティーキック スローイン、得 点
とくてん

・試合を止めるとき。
しあい

・前 半、後 半の、終わるとき。
ぜんはん こうはん お

●次のケースにプレーを再 開す
つぎ さいかい

●次のようにプレーを再 開するとき： るとき：
つぎ さいかい

・セレモニー（10 ヤードの壁を下げる） ・ほとんどのフリーキック、

のときのフリーキックの再 開 ゴールキック、コーナーキック、
さいかい

・ペナルティーキック スローイン、ドロップボール
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●次のようにプレーを止めた後にプレー
つぎ あと

を再 開するとき： ※不必 要な笛を吹きすぎると、
さいかい ふひつよう ふえ ふ

・警 告や退 場 本 当に必 要なときに効果が
けいこく たいじよう ほんとう ひつよう こう か

・負 傷 者がでたとき うすれることになります。
ふしようしや

・交 代
こうたい

主 審が まちがって笛を吹き、プレーがとまったとき：
しゆしん ふえ ふ

→ドロップボールでプレーを再 開します。
さいかい

（５）主審のシグナル

ゴールキーパーが。手や腕でコントロールする８ 秒 ルールの、残り５ 秒 を
て うで びよう のこ びよう

片手を上げて、指でしめします。
かたて あ ゆび

指で示す

第６条 その他の審判員
だ い じよう た し ん ぱ ん い ん

その他の審 判 員は次のとおりです。
た しんぱんいん つぎ

①副 審２人：旗をもってタッチラインを担 当します。
ふくしんふたり はた たんとう

②第４の審 判 員：本部席 前にいて、審 判 団をサポートします。
だい しんぱんいん ほんぶせきまえ しんぱんだん

③追加副 審２人：ゴールの後ろを担 当します。
ついかふくしん にん うし たんとう

④リザーブ副 審：副 審ができなくなったときに、交 代します。
ふくしん ふくしん こうたい

※ ふつうの試合は主 審、副 審２人、第４の審 判 員の４人で担 当します・
しあい しゆしん ふくしん にん だい しんぱんいん にん たんとう

※ 少年の試合の場合：一人審判制があります。

（１）副 審 副 審の任務です。
ふくしん ふくしん にんむ

副 審は、次のときに合図をします。
ふくしん つぎ あいず

①ボール全 体が 競 技のフィールドの外に出たときに、どちらのチームがコー
ぜんたい きよう ぎ そと で

ナーキック、ゴールキックまたはスローインをするのか。

②オフサイドポジションにいる 競 技者が罰せられるとき。
きようぎしや ばつ

③ 競 技者の交 代があるとき。
きようぎしや こうたい

④ペナルティーキックのとき、ボールがけられる前にゴールキーパーがゴールラ
まえ

インを離れたかどうか、またボールがゴールラインをこえたかどうか。
はな
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（２）第４の審 判 員 第 ４の審 判 員の任務です。
だい しんぱんいん だいよん しんぱんいん にんむ

第４の審 判 員は、次のときに、援 助します。
だい しんぱんいん つぎ えんじよ

①交 代の手 続 をします。
こうたい てつづき

② 競 技者と交 代 要 員の用具の点 検をします。
きようぎしや こうたいよういん ようぐ てんけん

③主 審にしらせて、 競 技者を再 入 場 させます。
しゆしん きようぎしや さいにゆうじよう

④ボールの交 換の管理をします。
こうかん かんり

⑤前 半・後 半、延 長 戦の終わるまえに、主 審がプレーに追加しようと
ぜんはん こうはん えんちようせん お しゆしん つい か

する「アディショナルタイム」を 表 示します。
ひようじ

⑥テクニカルエリアにいる者が責 任ある行 動をとらなかったとき、
もの せきにん こうどう

→ 主 審に伝えます。
しゆしん つた

第７条 試合時間
だ い じよう し あ い じ か ん

※ これは、大人の試合時間です。
おとな しあいじかん

（１）プレー時間
じかん

試合時間は、前 半、後 半ともに４５分 間です。
しあいじかん ぜんはん こうはん ふんかん

（２）ハーフタイムのインターバル ※ インターバル： 休 憩時間。
きゆうけいじかん

・ 競 技者は、ハーフタイムのインターバルをとる権利があり、それは、１５分 間
きようぎしや けんり ふんかん

をこえません。

・延 長 戦のハーフタイムのインターバルでは、短時間（１分 間をこえてはいけ
えんちようせん ふんかん

ません）の水 分補 給 時間をとれます。
すいぶんほきゆうじかん

（３）空費された時間の追加 ※ これが、アディショナルタイムです。
くうひ じかん ついか

主 審は、次のように、前 半・後 半に空費されたプレーイングタイム（プレー
しゆしん つぎ ぜんはん こうはん くうひ

のための時間）を追加します。 ※プレーが止まっている時間のことです。
ついか

① 競 技者の交 代。
きようぎしや こうたい

②負 傷 した 競 技者の負 傷 の程度の判 断や 競 技のフィールドからの搬
ふしよう きようぎしや ふしよう ていど はんだん きようぎ はん

出（出すこと）。
しゆつ
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③時間の浪費。 ※ 「時間かせぎ」のことです。
じかん ろうひ じかん

④ 懲 戒の罰 則 ： イエローカードやレッドカードのとき。
ちようかい ばつそく

⑤「飲 水タイム（１分 間をこえてはならない）」や「クーリングブレーク（９０
いんすい ふんかん

秒 間から３分 間）」など、競 技会規定で認められている医 療 上 の理由
びようかん ふんかん きようぎかいきてい みと いりようじよう りゆう

による停止。
ていし

（４）ペナルティーキック

ペナルティーキックを 行 うとき：
おこな

→ ペナルティーキックが終わるまで、前 半・後 半は延 長 されます。
お ぜんはん こうはん えんちよう

（５） 中 止された試合：
ちゆうし しあい

試合が途 中 で 中 止されたら： → 再 び 行 われます。
しあい とちゆう ちゆうし ふたた おこな

【さんこうしりょう】

アディショナルタイム 中 の負 傷 などに要した時間はアディショナルタイムに
ちゆう ふしよう よう じかん

加えません。
くわ

【もんだい】主 審がアディショナルタイムを３分とり、 １ 分経過したときにゴ
しゆしん いつぷんけいか

ールキーパーが負 傷 し、治 療 が終わるまでに３分かかりました。
ふしよう ちりよう お

主 審は、試合再開何 分後に試合 終 了 の笛を吹きますか。
しゆしん しあいさいかいなんふんご しあいしゆうりよう ふえ ふ

９４分

【こたえ】 ９０分 ９３分 ９６分

試合 アディショナルタイム ＋ 再開 ２分後に笛を吹く
しあい にふんご ふえ ふ

１分 残り２分 ２分 （９６分）

負傷 （３分後再開）

レフェリーのひとりごとです。

審判員は、 競 技規則に書かれていない
しんぱんいん きよう ぎ き そく か

ことも知らなければいけません。
し
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このことを「サッカーの 常 識」と言います。
じようしき い

（サッカーのコモンセンス）

審判員は、この 「サッカーの 常 識」を、
しんぱんいん じようしき

とても大切にします。
たいせつ

※ 次の内 容は 競 技規則には、書かれていません
つぎ ないよう きようぎ きそく か

【もんだい】

ステップ１

・シュートしたボールがゴールに飛んでいるときに、試合時間が 終 了 したら、
と しあいじかん しゆうりよう

タイムアップの笛をふいてもよろしいか。
ふえ

【こたえ】

・笛をふいてはいけません。結果を見てから笛をふいても遅くはありません。
ふえ けつか み ふえ おそ

得 点はサッカーの一 番の楽しみです。これは大 切なコモンセンスです。
とくてん いちばん たの たいせつ

【もんだい】

ステップ２

・フリーキックをける前に試合時間が 終 了 したら、タイムアップの笛をふ
まえ し あいじ かん しゆうりよう ふえ

いてもよろしいか。

【こたえ】

・フリーキックをける前に笛をふけば、ファールしたチームの「ファールの や
まえ ふえ

り得」になってしまいます。だから、フリーキックの前には 終 了 の笛は吹
とく まえ しゆうりよう ふえ ふ

きません。けらせてふきます.
（しかし、最近の J リーグや国 際試合では、笛が吹かれるケースがあります）。

こくさいじあい ふえ ふ

【もんだい】

ステップ３

・スローイン、ゴールキック、コーナーキックのときに試合が 終 了 したら、笛
しあい しゆうりよう ふえ

をふきますか。

【こたえ】

・時間がきたら 終 了 の笛をふきます。
じかん しゆうりよう ふえ

「笛はふかれない」と信じている人も多いようですが、これは間違ったコモ
ふえ しん にん おお まちが

ンセンスです。
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第８条 プレーの開始および再開
だ い じよう か い し さ い か い

（１）キックオフ

進め方
すす かた

①主 審がコインをトスし、コイントスに勝ったチームが、前 半に攻めるゴール
しゆしん か ぜんはん

か、またはキックオフをするかをきめます。

②この結果により、相手チームがキックオフをするか、または前 半に攻めるゴ
けつか あいて ぜんはん

ールをきめます。

③前 半に攻めるゴールをきめたチームは、後 半 開始のキックオフをします。
ぜんはん こうはんかいし

④試合の後 半には、 両 チームはエンドをかえ、反 対のゴールを攻めます。
しあい こうはん りよう はんたい

⑤どちらかのチームが得 点したら、相手のチームがキックオフをします。
とくてん あいて

すべてのキックオフにおいて：

①キックオフをする 競 技者以外のすべての 競 技者は自分たちの 競 技のフ
きよう ぎ しやい がい きようぎ しや じぶん きよう ぎ

ィールドのハーフ内にいなければいけません。
ない

②キックオフをするチームの相手 競 技者は、ボールがインプレーになるまで
あいてきようぎしや

９．１５ｍ以 上 ボールから離れなければいけません。
いじよう はな

③ボールは、センターマークのうえに、静止していなければいけません。
せいし

④主 審が、笛で合図します。
しゆしん ふえ あいず

⑤ボールは、けられて明らかに動いたときインプレーとなります。
あき うご

⑥キックオフから相手 競 技者のゴールに 直 接いれて得 点することができま
あいてきようぎしや ちよくせつ とくてん

す。もし、ボールがキッカーのゴールに 直 接はいったときは：
ちよくせつ

→ 相手 競 技者のコーナーキックです。
あいてきようぎしや

反則と罰則
はんそく ばつそく

①その他の 競 技者がボールに触れるまえに キッカーがボールに、２度さわり
た きよう ぎ しや ふ ど

したときは： → 間 接フリーキックとなります。
かんせつ

②キックオフのときに、その他の違反があったときは：
た いはん

→キックオフをやりなおします。
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（２）ドロップボール

進め方
すす かた

①次のときに、プレーが停止されたら、ボールはペナルティエリア内で守備側
つぎ ていし ない しゆびがわ

チームのゴールキーパーにドロップされます。

・ボールがペナルティーエリア内にあった または、ボールが最後に触れられ
ない さいご ふれ

たのがペナルティーエリア内であった。
ない

②その他のすべてのケースで、主 審は、ボールが最後に 競 技者、外 的 要 因
た しゆしん さいご きようぎしや がいてきよういん

または審 判 員に触れたところで、最後にボールに触れたチームの 競 技者
しんぱんいん ふれ さいご ふ きようぎしや

の１人にボールをドロップします。
ひとり

③ 両 チームの他のすべての 競 技者は、ボールがインプレーになるまで
りよう た きようぎしや

４ｍ以 上 ボールから離れなければいけません。
いじよう はな

④ボールがグラウンドに触れたときに、ボールはインプレーとなります。
ふ

反 則と罰 則
はんそく ばつそく

次のときは、ボールを 再 びドロップします。
つぎ ふたた

①ボールがグラウンドに触れるまえに 競 技者がボールに触れる。
ふれ きようぎしや ふ

②ボールがグラウンドに触たのち、 競 技者に触れることなく 競 技のフィール
ふれ きようぎしや ふ きようぎ

ドの外にでる。
そと

ドロップされたボールが２人以 上 の 競 技者に触れることなくゴールにはい
ふたりいじよう きようぎしや ふ

ったときは、プレーは次のように再 開されます。
つぎ さいかい

①ボールが相手 競 技者のゴールにはいったとき： → ゴールキック
あいてきようぎしや

②ボールがそのチームのゴールに入ったとき： → コーナーキック
はい
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第９条 ボールインプレーおよびボール
だ い じよう

アウトオブプレー
※第１６条ゴールキック、第１７条コーナーキックも参 考にしてください。

さんこう

（１）ボールアウトオブプレー： ※ボールアウトオブプレー：プレーが止まることです。

ボールは、次のときにアウトオブプレーとなります。
つぎ

①グラウンド 上 または空 中 で、ボールがゴールラインまたはタッチラインを
じよう くうちゆう

完 全にこえたとき。
かんぜん

②主 審が、笛でプレーをとめたとき。
しゆしん ふえ

③ボールが審 判 員にあたり、 競 技のフィールド内にあり、次のようなとき：
しんぱんいん きようぎ ない つぎ

・チームが大きなチャンスとなる攻 撃をはじめるか。
こうげき

・ボールが 直 接ゴールにはいるか。
ちよくせつ

・ボールをキープしているチームが替わるか。
か

こうしたすべてのケースでは、プレーはドロップボールによって再 開されます。
さいかい

（２）ボールインプレー：

ボールは、審 判 員に当たったり、ゴールポスト、クロスバー、コーナーフラッグ
しんぱんいん あ

ポストからはね返って 競 技のフィールド内にあるときも つねにインプレーで
かえ きようぎ ない

す。

第１０条 試合結果の決定
だ い じよう し あ い け つ か け つ て い

（１）得 点
とくてん

ゴールポストの 間 とクロスバーの下でボールの全 体がゴールラインをこえた
あいだ した ぜんたい

とき：

→ゴールにボールをいれたチームが反 則を犯していなければ、１得 点となり
はんそく おか とくてん

ます。

ゴールキーパーが相手のゴールに ボールを 直 接なげいれたとき：
あいて ちよくせつ

→ ゴールキックとなります。

ボールが完 全にゴールラインをこえるまえに 主 審がゴールの合図をしたとき
かんぜん しゆしん あいず

は：

→ プレーはドロップボールによって再 開されます。
さいかい
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みなさーん。

つぎのボールの位置で
い ち

どれが ゴールイン（得点）でしょうか

こたえてください。

【こたえ】

ゴールライン

競 技の
きようぎ

フィールドの外
そと

競 技のフィールド内
きようぎ ない

【さんこうしりょう】

クロスバー １２ｃｍ幅以下
はばい か

２．４４ｍ

７．３２ｍ ゴールポスト １２ｃｍ幅以下
はばい か

幅と厚さはおなじ
はば あつ

グラウンド

真上から見た図です
まうえ み ず

※ ゴールラインとゴール

ポストの後ろをそろえる
うし

競 技のフィールド側
きようぎ がわ

【もんだい】 どれがゴールイン（とくてん）でしょうか。

【こたえ】

※ ゴールインの確 認は、ボールが完 全に、ゴールラインを超えたときです。
かくにん かんぜん こ



- 22 -

（２） 勝 利チーム
しようり

たくさんの得 点をしたチームを勝ちとします。
とくてん か

どちらのチームも無得 点か、同 点のとき： → 試合は引き分けです。
むとくてん どうてん しあい ひ わ

試合が、引き分けのとき、勝ちチームを決めるためには、次の方 法があります。
しあい ひ わ か つぎ ほうほう

①アウエーゴールルール ：ホームアンドアウエー方 式の試合のとき、第２戦
ほうしき しあい だい せん

で合 計 得 点が同じのとき、 アウエーの試合で得 点したゴール数を、２倍
ごうけいとくてん どう しあい とくてん すう ばい

に計 算します。
けいさん

※ホームアンドアウエー方 式：自分の 競 技 場 と、相手の 競 技 場 で
ほうしき じぶん きようぎじよう あいて きようぎじよう

２試合する方 式。
しあい ほうしき

②それぞれ１５分以内で同じ長さの前 半と後 半の延 長 戦
ふんいない おな なが ぜんはん こうはん えんちようせん

③PK戦（ペナルティーシュートアウト）からのキック

これらの方 法を、組み合わせることもできます。
ほうほう く あ

例えば、延 長 戦のあと、PK戦（ペナルティーシュートアウト）など。
えんちようせん

（３）PK戦（ペナルティーシュートアウト）からのキック

試合後、「PK 戦（ペナルティーシュートアウト）」をするときは、ほかに規定さ
しあい ご きてい

れていない場合、 競 技規則の色 々な規定が使われます。
ばあい きようぎ きそく いろいろ き てい つか

試合中に退場された競技者は、キック（PK戦）へ参加できません。
さんか

しかし、試合 中 に示された 注 意や警 告はキック（PK 戦）に繰り越されませ
しあいちゆう しめ ちゆうい けいこく く こ

ん。

進め方
すす かた

PK戦（ペナルティーシュートアウト）からのキックの開始前
かいしまえ

①主 審は、コインをトスして、キックをするゴールをきめます。
しゆしん

②主 審は、もう一度コインをトスし、トスに勝ったチームが先にけるか後にける
しゆしん いちど か あと

かを決めます。
き

③ PK 戦には、 競 技 終 了 時に、 競 技のフィールドにいた 競 技者と、
きようぎしゆうりようじ きようぎ きようぎしや

一時的に 競 技のフィールドから離れていた 競 技者が PK 方 式に参加で
いち じてき きよう ぎ はな きようぎ しや ほうしき さんか

きます。

ただし、プレーを続けられなくなったゴールキーパーと、かわる交 代 要 員は参
つづ こうたいよういん さん

加できます。
か

④それぞれのチームで、キックの 順 番を決めます。
じゆんばん

しかし、ける 順 番を主 審に知らせなくてもよろしい。
じゆんばん しゆしん し
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⑤ PK 戦（ペナルティーシュートアウト）を 行 う前、または進 行 中 に、けが
おこな まえ しんこうちゆう

などでキックできない 競 技者が出たときは、相手のチームは、 競 技者 数
きようぎ しや で あい て きようぎ しやかず

を、相手チームと同じに、そろえなければいけません。
あいて おな

減らす 競 技者のなまえと背番 号を主 審にしらせなければいけません。
きようぎしや せばんごう しゆしん

PK戦（ペナルティーシュートアウト）からのキックの進 行 中
しんこうちゆう

① PK 戦に参加する 競 技者と審 判 員のみが 競 技のフィールドの中にいるこ
さんか きようぎしや しんぱんいん きようぎ なか

とができます。

②キッカーと 両 ゴールキーパー以外、すべての 競 技者は、センターサークル
りよう いがい きようぎしや

の中にいなければいけません。
なか

③キッカー側のゴールキーパーは、次の位置で待ちます。
がわ つぎ い ち ま

・ 競 技のフィールド
きようぎ

・ゴールライ の中

ン 上 ・ペナルティーエリア
じよう

の外
そと

④ PK 戦（ペナルティーシュートアウト）に参加している 競 技者は、ゴールキ
さんか きようぎしや

ーパーと交 代できます。
こうたい

⑤キックは、ボールの動きが止まったとき、ボールがアウトオブプレーになった
うご と

とき、または反 則があって主 審がプレーをとめたときに終わります。
はんそく しゆしん お

⑥主 審はキックを記録します。
しゆしん きろく

次の 条 件に 従 って、 両 チームが５本ずつのキックを 行 います
つぎ じようけん したが りよう ほん おこな

①キックは 両 チーム交互にけります。
りよう こうご

②それぞれのキックは、 両 チーム、 順 番にけられます。全 員の 競 技者が
りよう じゆんばん ぜんいん きよう ぎ しや

キックをけらなければ、２本目のキックはけれません。ただし、２本目のける
ほんめ ほんめ

順 番は変えられます（２ 巡 目の蹴る 順 番は１ 巡 目と変えられます）。
じゆんばん か に じゆんめ け じゆんばん いちじゆんめ か

③ 両 チームが５本のキックを 行 うまえに、相手チームが５本のキックをし
りよう ほん おこな あい て ほん

ても、あげることができない得 点を相手チームがあげたとき：
とくてん あいて

→ それ以後のキックはけりません。
い ご

試合終了

１ ２ ３ ４ ５

Aチーム ○ ○ ○

Bチーム × × ×

④５本ずつのキックをけったあとで、 両 チームの得 点が同じとき：
ほん りよう とくてん おな

→ どちらかのチームが、相手チームより多く得 点するまで、キックは続
あいて おお とくてん つづ

けられます。
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PK戦（ペナルティーシュートアウト）からのキックの進 行 中 の交 代および退 場
しんこうちゆう こうたい たいじよう

① 競 技者、交 代 要 員、交 代して 退 いた 競 技者またはチーム役員は、警 告
きようぎしや こうたいよういん こうたい しりぞ きようぎしや けいこく

または退 場 を命じられることがあります。
たいじよう めい

②退 場 となったゴールキーパーの代わりを、資格のある 競 技者がかわらな
たいじよう か し かく きよう ぎ しや

ければいけません（ゴールキーパーは必ず必要です）。

③プレーを続けられないゴールキーパー以外の 競 技者は交 代することができ
つづ いがい きようぎしや こうたい

ません。

（プレーを続けられないゴールキーパーは交 代できますが、退 場 したフィ
つづ こうたい たいじよう

ールドプレーヤーは補 充 できません）
ほじゆう

④一 方のチームの 競 技者が７人未満、６人以下となったときでも、
いつぽう きようぎしや にんみまん にんい か

→ 主 審は PK 方 式を 中 止してはいけません。
しゆしん ほうしき ちゆうし

第１１条 オフサイド
だ い じよう

みなさーん。オフサイドとは

どのようなことでしょうか

待ち伏せを 禁止 することです。
ま ぶ きん し

【さんこう しりょう】

つぎの図のように 攻 撃 側チームの競 技 者が、得 点するために守備側チー
ず こうげきがわ きようぎしや とくてん しゆびがわ

ムの「競 技のフィールド」内で、待ち伏せすることを防ぐためのルールです。
きようぎ ない ま ぶ ふせ

ゴールキーパー

だけ

攻 撃 側プレーヤー
こうげきがわ
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（１）オフサイドポジション

みなさーん。オフサイドポジションとは

どのようなことでしょうか。

オフサイドポジションにいることは

反則では ありません。
はんそく

【もんだい】 オフサイドポジションにいるとは どこにいることでしょうか。

【こたえ】 ① 頭 、胴 体、または足の一部でも相手 競 技者のハーフのなかにある
あたま どうたい あし いちぶ あいてきようぎしや

とき（ハーフウエーラインは除く）。
のぞ

② 競 技者の 頭 、胴 体、または足の一部でも、ボールおよび後 方か
きよう ぎ しや あたま どうたい あし いちぶ こうほう

ら２人目の相手 競 技者より、相手 競 技者のゴールラインに近い
ふたりめ あいてきようぎしや あいてきようぎしや ちか

とき。

頭 が出る 胴 体が出る 足が出る
あたま で どうたい で あし で

オフサイドライン

守備側 手

※ 手の位置は関 係ありません。
て い ち かんけい

攻撃側

【さんこう しりょう】 【オフサイドの判 断】
はんだん

次の図のように、「オフサイドの判 断」のときは、ハーフウエーラインはどちらの
つぎ ず はんだん

ハーフにもはいらないので、ハーフウエーラインを含めた味方ハーフ内におれば、
ふく みかた ない

オフサイドではありません。

相 手のハーフ
あいて

ハーフウエーラインは

どちらにもはいらない

味方のハーフ
みかた

オフサイドはない オフサイドの可能 性あり
かのうせい
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【さんこう しりょう】 つぎのケースは オフサイドではありません。

攻 撃 側 競 技者が、守備側 競 技者のうしろから２人目の 競 技者と同じ
こうげきがわきようぎしや しゆびがわきようぎしや ふたりめ きようぎしや おな

ラインにいるときは オフサイドポジションではありません。

攻 撃 側
こうげきがわ

攻 撃 側
こうげきがわ

競 技 者
きようぎしや

守備側
しゆびがわ

競 技 者
きようぎしや

オフサイドライン

攻 撃 側 競 技者が、相手 競 技者の一 番うしろにいる ２人目の 競 技者
こうげきがわきようぎしや あいてきようぎしや いちばん ふたりめ きようぎしや

と同じラインにいるときは オフサイドポジションではありません。
おな

攻 撃 側
こうげきがわ

攻 撃 側
こうげきがわ

競 技 者
きようぎしや

守備側
しゆびがわ

競 技 者
きようぎしや

オフサイドライン

【さんこう しりょう】 つぎのケースも オフサイドではありません。

競 技者が つぎのケースからボールを 直 接うけたとき。
きようぎしや ちよくせつ

・ゴールキック ・スローイン ・コーナーキック
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（２）オフサイドの反則

みなさーん。オフサイドの反則とは
はんそく

どのようなことでしょうか。

ボールが味方 競 技者によってプレーされたか触れられた 瞬 間にオフサイドポジ
みかたきようぎ しや ふ しゆんかん

ションにいる 競 技者は、次のいずれかによって そのときのプレーにかかわって
きようぎしや つぎ

いるときにのみ罰せられます。
ば つ

※ ボールを「プレーした」か「触れた」そのときのことです・

①味方 競 技者がパスした、または、触れたボールをプレーする。または、触れ
みかたきようぎしや ふ ふ

ることによってプレーを妨 害する。または、
ぼうがい

②次のいずれかによって相手 競 技者を妨 害する：
つぎ あいてきようぎしや ぼうがい

・明らかに相手 競 技者の視野をさえぎることによって、 相手 競 技者がボール
あき あいてきようぎしや し や あい てきようぎしや

をプレーする、または、プレーする可能 性を 妨 げる。または、
かのうせい さまた

・ボールに向かうことで相手 競 技者に挑む。または、
む あいてきようぎしや いど

・自分の近くにあるボールを明らかにプレーしようと 試 みており、この行
じ ぶん ちか あき こころ こう

動が相手 競 技者に影 響 を与える。または、
どう あいてきようぎしや えいきよう あた

・相手 競 技者がボールをプレーする可能 性に影 響 を与えるような明ら
あい てきよう ぎ しや か のうせい えいきよう あた あき

かな 行 動をとる。または、
ぎようどう

③その位置にいることによって、次の場合にボールをプレーして利益を得る、ま
い ち つぎ ばあい りえき え

たは、相手 競 技者を妨 害する：
あいてきようぎしや ぼうがい

・ボールが、ゴールポスト、クロスバー、審 判 員または相手 競 技者からは
しんぱんいん あいてきようぎしや

ね返った、あるいは、それらに当たって方 向が変わってきた。
かえ あ ほうこう か

・ボールが相手 競 技者によって意図的にセーブされた。
あいてきよう ぎしや い とてき
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①一 番かんたんな ケース。 オフサイド
いちばん

パス 攻 撃 側 競 技 者
こうげきがわきようぎしや

攻 撃 側
こうげきがわ

味方がパスする または
みかた

触れたボールをプレーする
ふ

と → オフサイドポジシ

ョンにいた場所から相手
ば しよ あい て

チームの間 接フリーキッ
かんせつ

クとなります。

守備側競技者
しゆびがわきようぎしや

オフサイドライン

②もどりオフサイドのケース。 オフサイド

パス 攻撃側競技者
こうげきがわきようぎしや

攻 撃 側
こうげきがわ

味方がパスする または
みかた

ふれたボールを オフサイ

ドポジションからもどって

ボールをプレーする。

守備側競技者
しゆびがわきようぎしや

オフサイドライン

③もどりオフサイドのとき、ボールをおく位置。
い ち

オフサイドの反 則で、間 接フリーキックのボールを おく位置は、副 審が旗
はんそく かんせつ い ち ふくしん はた

を 上 げているラインです。
じよう

しかし、つぎのようなときは 相手ハーフのなかになります。
あいて

攻 撃 側 攻 撃 側
こうげきがわ こう げき がわ

競 技者
きようぎしや

守備側
しゆびがわ

○ 競 技 者
きようぎしや

オフサイドライン

ボールを おく位置 もどりオフサイド
い ち
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・オフサイドポジションにいる 競 技者は、相手 競 技者が意図的にプレーした
きよう ぎしや あい てきよう ぎ しや い とてき

ボールを受けたとき、または、意図的なハンドの反 則を犯した場合も含めて、、
う い とてき はんそく おか ばあい ふく

利益を得ているとはみなされません。ただし、意図的なセーブからのボールを除
りえき え い とてき のぞ

きます。

【さんこうしりょう】 「意図的なプレーと意図的なハンドについて」

→ オフサイドではありません。

「意図的なプレー」 → オフサイドでない
い とてき

FW ①から、オフサイド

FW ② ジションにいる FW ②へ

意図的 パスされたが、

DF プレー DF が「意図的なプレー」
い とてき

をして、そのボールが FW ②
FW ① へ渡ったときは：オフサイド

わた

オフサイドライン ではありません。

「意図的なハンド」 → オフサイドでない
い とてき

同じような 状 況 で：
おな じようきよう

FW ①から、オフサイド

FW ② ジションにいる FW ②へ

意図的 パスされたが、

DF ハンド DF が「意図的なハンド」
い とてき

をして、そのボールが FW
FW ① ②へ渡ったときはオフサイ

わた

オフサイドライン ドではありません。

守備側 競 技者による「意図的なハンド」の反 則は、オフサイドの判 断をす
しゆびがわきようぎしや い とてき はんそく はんだん

るときに 「意図的なプレー」として 考 えます。
い とてき かんが

【さんこうしりょう】 「セーブについて」

「セーブ」とは、ゴールに入りそうな、または、ゴールに近づいたボールを、
はい ちか

競 技者が手または腕（自分のペナルティーエリア内にいるゴールキーパーの場
きようぎもの て うで じぶん ない ば

合を除く）以外の 体 のいずれかの部分を用いて止める、あるいは、止めようと
あい のぞ いがい からだ ぶぶん もち と と

することです。

【説 明】
せつめい

はね返った、方 向が変わってきた、またはセーブされた後に「相手 競 技
かえ ほうこう か あと あいてきようぎ

者を妨 害する」のはオフサイドの反 則だと明 確にしました。
もの ぼうがい はんそく めいかく
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オフサイドの反 則は ほかにも むずかしいケースがありますが、これから勉 強 し
はんそく べんきよう

ていきましょう。

（４）反 則と罰 則
はんそく ばつそく

オフサイドの反 則があったとき、主 審は、その 競 技者のハーフであっても、
はんそく しゆしん きようぎしや

反 則が起きたところから蹴る、間 接フリーキックを与えます。
はんそく け かんせつ あた

【さんこうしりょう】

※オフサイドのとき、副 審の旗の指示とボールを おく位置です。
ふくしん はた し じ い ち

オフサイドライン

副 審の旗のシグナル
ふくしん はた

みなさーん。自分がオフサイドポジションなので、プレーに

参加していないことを示すために 競 技のフィールドの
さんか しめ きよう ぎ

外に出た時は反則ですか。
そと で とき はんそく

反則ではありませんが、戦 術 的理由で出て、
はんそく せんじゆつてき り ゆう で

不正な利益を得たと主審が判断したら、
ふ せい り えき え しゆしん はんだん

「反スポーツ的行為」で「警告」されます。
はん てきこう い けいこく

みなさーん。守備側 競 技者が相手 競 技者をオフサイド
しゆ び がわきよう ぎ しや あい て きよう ぎ しや

ポジションにするため、自陣のゴールラインを超えて出たら
じ じん こ で

反則ですか。
はんそく

主審はプレーを続けさせます。ボールが次にアウトオブプレー
しゆしん つづ つぎ

になったとき、守備側 競 技者を「主 審の 承 認を得ず意図的
しゆ び がわきよう ぎ しや しゆしん しようにん え い と てき

に 競 技のフィールドを離れた」ことにより「警告」します。
きよう ぎ はな けいこく
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第１２条 ファウルと不正行為
だ い じよう ふ せ い こ う い

ボールがインプレーのときに反 則があったとき：
はんそく

→ 直 接、間 接フリーキックまたはペナルティーキックが与えられます。
ちよくせつ かんせつ あた

【せつめい】

・ 直 接フリーキック：ボールが 直 接 相手ゴールに入れば、得 点となります。
ちよくせつ ちよくせつあいて はい とくてん

・間 接フリーキック： 主審は、片手をあげて合図します。蹴ったボールが誰かに触
かんせつ し ゆしん かたて あいず け だれ ふれ

れないで、相手ゴールに入ったら得 点になりません。
あいて はい とくてん

・ペナルティーキック：守備側 競 技者が自分のペナルティーエリア内で、相手側
しゆびがわきようぎしや じぶん ない あいてがわ

競技者に 直 接フリーキックとなる反 則をしたとき：
きようぎしや ちよくせつ はんそく

→ ペナルティースポットから蹴られるものです。
け

（１） 直 接フリーキック
ちよくせつ

競 技者が次の反 則のいずれかを相手 競 技者に対して、不用意に、無謀に、
きようぎしや つぎ はんそく あいてきようぎしや ふようい むぼう

または、過 剰 な 力 で、犯したと、主 審が判 断したら、 直 接フリーキッ
かじよう ちから おか しゆしん はんだん ちよくせつ

クとなります。

【さんこうしりょう】

・不用意とは：相手にチャレンジするとき、 注 意などが 足らなかったことで、
ふようい あいて ちゆうい た

カードは必 要ありません。
ひつよう

・無謀とは：相手にチャレンジするとき、相手 競 技者が危険となるプレーです。
むぼう あいて あいてきようぎしや きけん

警 告されます。
けいこく

・過 剰 な 力 とは：相手にチャレンジするとき、相手にケガをさせるようなプレ
かじよう ちから あいて あいて

ーです。退 場 となります。
たいじよう

①チャージする： （ファウルチャージ）

②飛びかかる： （ジャンピングアット）
と

③ける、またはけろうとする： （キッキング）

④押す： （プッシング）
お

⑤打つ、または、打とうとする。頭つきをふくむ。 （ハッキング）
う う ず

⑥タックルする、または、挑む： （ファウルタックル）
いど

⑦つまずかせる、または、つまずかせようとする： （トリッピング）
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【せつめい】

・チャージ：ボールをもっている相手 競 技者から、ボールを奪う方 法です。
あいてきようぎしや うば ほうほう

・自分の肩で、相手 競 技者の肩へのチャージは、ファウルではあり
じぶん かた あいてきようぎしや かた

ません。

（ショルダー・ツー・ショルダー）（ノーマル・フットボール・コンタクト）

・自分の肩であっても、相手 競 技者の背中や腰にチャージしたら
じ ぶん かた あい て きよう ぎ しや せ なか こし

ファウルです。

・タックル：おもに、相手 競 技者のボールに対して、足をのばして滑り込む、
あいて きよう ぎ しや あし すべ こ

スライディングタックルのことです。

・ボールへプレーするのはファールではありませんが、からだに向けてプ
む

レーしたらファウルとなります。

競 技者が次の反 則を犯したときも：→ 直 接フリーキックとなります。
きようぎしや つぎ はんそく おか ちよくせつ

①ハンドの反 則： （ハンド）
はんそく

自分のペナルティーエリア内でゴールキーパーが触れたときは反 則ではあり
じぶん ない ふれ はんそく

ません。

②相手 競 技者を押さえる： （ホールディング）
あいてきようぎしや お

③身 体 的 接 触 によって相手 競 技者を 妨 げる。
しんたいてきせつしよく あいてきようぎしや さまた

④チーム役 員や、審 判 員をかむ、または、つばをはく。
やくいん しんぱんいん

⑤ボール、相手 競 技者、または審 判 員に、物をなげる、または、手でもっ
あい て きよう ぎ しや しんぱんいん もの て

た物をボールにあてる。（これはハンドのファウルではありません）
もの

ハンドの反 則
はんそく

みなさーん。「ハンド」の反則は
はんそく

どのようなことでしょうか。

手や腕にボールが当たっても
て うで あ

すべてが、「ハンド」の反則では ありません。
はんそく

【せつめい】

サッカー 競 技は、ボールに手が触れたらファウルだと思われていますが、ボール
きよう ぎ て ふ おも

に手が触れたからと言って、全部がファウルではありません。
て ふ い ぜ ん ぶ
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【さんこうしりょう】

ハンド

ではない。

ハンドの 「わきのした」

反 則 の一 番おく 腕
はんそく いちばん うで

わきのした

ハンドの反 則を判 定する腕の一 番うえは「わきのした」の奥のところとします。
はんそく はんてい うで いちばん おく

競 技者の手や腕にボールが触れても、すべてが、反 則にはなりません。
きようぎしや て うで ふ はんそく

競 技者が次のことをしたら、「ハンド」の反 則です。
きようぎしや つぎ はんそく

①手や腕をボールの方 向に動かして、手や腕で、ファウルと分かっていてボー
て うで ほうこう うご て うで わ

ルに触れる。
ふれ

ボールの方 向へ手や腕が動いて 触れたらファウルです。
ほうこう て うで うご ふ

②手や腕でからだを不自然に大きくして、手や腕でボールに触れる。
て うで ふ しぜん おお て うで ふ

からだを不自然に大きくするとは、
ふ しぜん おお

このように、手を肩より上に、
て かた うえ

上げたり、
あ

からだから離れていると

ファウルとなります。
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③相手チームのゴールに：
あいて

・偶 然であっても、ゴールキーパーをふくめて、自分の手や腕から 直 接 得 点
ぐうぜん じぶん て うで ちよくせつとくてん

するとファウルです。

・ぐうぜんであっても、ボールが自分の手や腕に触れた、すぐあとに得 点する
じぶん て うで ふれ とくてん

とファウルです。

【さんこうしりょう】

【得点でないケース】 【得点のケース】

キーパーがキックし

たすぐあとの ぐうぜんなハンド

ぐうぜんな GK GK
ハンド

ドリブル

ゴールキーパーがキックした FW の腕にボールが、ぐうぜんに
うで

ボールが、相手 FW の手や 触れていますが、ドリブルで
あいて て ふ

腕に当たり ぐうぜんな ボールをある程度の距離を移動
うで あ ていど きより いどう

ハンドでボールが ゴール して 得 点しているので、
とくてん

に入いっても、 ハンドのファウルではありません。
はい

ハンドのファウルで得 点では
とくてん

ありません。

味方 競 技者
みかたきようぎしや

ボールが手に当たった 直 後に、
て あ ちよくご

ゴールインしたら ボールが手に当たった 直 後に
て あ ちよくご

得 点ではありません。 となりの味方 競 技者が、
とくてん みかたきようぎしや

シュートしたら、得 点です。
とくてん

ボールが手に当たった
て とう

直 後にプレーが続けば、そのまま
ちよくご つづ

続けます。
つづ

ボールが、ゴールラインを出れば、
で

ゴールキックです。
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【さんこうしりょう】

※ つぎのケースは、ボールが手に当たっても、ハンドのファウルではありません。
て あ

・手が、からだから離れていますが、からだの後
て はな うし

ろからキックされたり、

後ろから
うし

非 常 に近い ・非 常 に、近いところからキックされたりし
ひ じよう ちか ひ じよう ちか

して、ボールが手に、当たったとき。
て とう

（かばい手） ・手が肩より高いところにありますが、からだ
て て かた たか

のバランスをとったり、ボールが顔に当たる
かお とう

のをふせぐために、手で顔をおおうのは
て かお

｛かばい手｝です。
て

・自分で蹴ったボールが、 直 接自分の手に
じぶん け ちよくせつじぶん て

当たったとき。
あ

キック

ヘディング

・自分でヘディングしたボールが、 直 接自分
じぶん ちよくせつじぶん

の手に当たったとき。
て あ

（２）間 接フリーキック
かんせつ

競 技者が次のことをしたら：
きようぎしや つぎ

→ 間 接フリーキックが与えられます。
かんせつ あた

①危険な方 法でプレーする： （危険なプレー）
きけん ほうほう きけん

②からだには触れずに、相手 競 技者の進 行をとめる：（オブストラクション）
ふれ あいてきようぎしや しんこう

③文句をいう。攻 撃 的、侮 辱 的、または下品な発 言や身振りをする反 則
もん く こうげきてき ぶ じよくてき げひん はつげん み ぶ はんそく

あるいは、言葉による反 則： （異議）
ことば はんそく い ぎ

④ゴールキーパーがボールを放そうとしているとき、ゴールキーパーがボールを手
はな て

から放す、キックする、またはキックしようとするのを妨 害する。
はな ぼうがい

⑤（フリーキックやゴールキックのときも）ゴールキーパーが、 競 技者をだま
きようぎ しや

して、 頭 、胸、膝などで、ボールがゴールキーパーにパスできるよう意図的
あたま むね ひざ い とてき

にトリックしたら → ゴールキーパーのファウです。
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【さんこうしりょう】

① ゴールキーパーがゴールキックを蹴って、味方 競 技者に、パスします。
け みかたきようぎしや

味方 競 技者
みかたきようぎしや

②そのボールを方 競 技者が、ヘッドでゴールキーパーに返して、ゴールキ
かたきよう ぎ しや かえ

ーパーが手でキャッチしたら、ファウルです。
て

味方 競 技者
みかたきようぎしや

※ゴールキーパーは警 告され、相手チームの間 接フリーキックで再 開されます。
けいこく あいて かんせつ さいかい

ゴールキーパーが自分のペナルティーエリア内で、次の反 則をすると：
じぶん ない つぎ はんそく

→ 間 接フリーキックが与えられます。
かんせつ あた

①ボールを手から放して、他の 競 技者がそのボールに触れる前に、手または腕
て はな た きようぎしや ふれ まえ て うで

でボールに触れる（２度さわりはファウルです）。
ふ ど

②味方 競 技者がゴールキーパーに、キックでパスしてはいけないのにキックで
みかたきようぎしや

パスする。

味方 競 技者
みかたきようぎしや

ゴールキーパー



- 37 -

③味方 競 技者によってスローインされたボールをゴールキーパーが 直 接受
み かたきよう ぎ しや ちよくせつ う

ける。

味方 競 技者
みかたきようぎしや

ゴールキーパー スローイン

（３）コーナーキック（ゴールキーパーの８秒ルール）

ゴールキーパーが自分のペナルティーエリア内で、ボールを放すまでに手や腕で
じぶん ない はな て うで

８ 秒 をこえてコントロールしたときは、相手チームの、コーナーキックです。
びよう あいて

ゴールキーパーが、

ペナルティーエリア内で、ボールを８ 秒 以 上
ない びよういじよう

持っていたらファウルです。
も

ゴールキーパーが手や腕でボールをコントロールしていると判 断されるのは、次
て うで はんだん つ ぎ

のときです。

①ボールが両 手や両 腕でもたれているとき、または手や腕と他のもの（例えば、
りようて りよううで て うで た たと

グランド、自分のからだ）との 間 にあるとき。
じぶん あいだ

②ゴールキーパーが広げた手のひらでボールを持っているとき。
ひろ て も

③ボールをグラウンドにバウンドさせる、または空 中に投げあげたとき。
くうちゆう な

主 審は、いつゴールキーパーがボールをコントロールして８ 秒 が始まるかを
しゆしん びよう はじ

判 断して、手をあげて目でみてわかるように最後の５秒をカウントダウンする。
はんだん て め さいご
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※最後の５秒のカウントダウンの方法について

主 審は、ゴールキーパーが、手や腕でボールをコントロールしていると判 断したら、
しゆしん て うで はんだん

〇１ 秒 、２ 秒 と 頭 で測 定し、３ 秒 で、片手を広げてあげて・・・
びよう びよう あたま そくてい びよう かたて ひろ

〇親 指から折り曲げて４ 秒 、人差し指で３秒、中指で２秒、薬指で１秒、そして、
おやゆび お ま びよう ひとさ ゆび びよう

「グー」とにぎって８秒を示します。

指で示す

ゴールキーパーが手や腕でボールをコントロールしているとき、相手競技者は、
て うで あいてきようぎしや

ゴールキーパーにチャレンジすることはできません。

※再 開の方 法 （相手チームにコーナーキックを与えます）
さいかい ほうほう あいて あた

ファウル ファウル

ボールを置く位置：中 央 線より右か 左 か？
お い ち ちゆうおうせん みぎ ひだり

危険な方 法でのプレー
きけん ほうほう

危険な方 法でプレーするとは：
きけん ほうほう

→ ボールをプレーしようとするとき、 競 技者を負 傷 させるようなことです。
きようぎしや ふしよう

（例えば、相手選手の近くで、シザースキックやバイシクルキックをする
たと あいてせんしゆ ちか

ことなど）

主 審が相手 競 技者に対して危険でないと判 断したときは：、
しゆしん あいてきようぎしや たい きけん はんだん

→ シザースキック、バイシクルキックはゆるされます。
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（４） 懲 戒 処置 ： カードを示すこと。
ちようかいしよち しめ

主 審は、試合 前に「 競 技のフィールドの点 検」に、 競 技のフィールドに入
しゆしん しあいまえ きようぎ てんけん きようぎ はい

ったときから試合の 終 了 後に 競 技のフィールドを離れるまで 懲 戒 処置
しあい しゆうりようご きようぎ ちようかいしよち

をとることができます。

◯イエローカードは → 警 告されたことを知らせるためにつかわれます。
けいこく し

◯レッドカードは → 退 場 が命じられたことを知らせるためにつかわれます。
たいじよう めい し

競 技者、交 代 要 員、交 代して 退 いた 競 技者たはチーム役 員のみに、
きようぎしや こうたいよういん こうたい しりぞ きようぎしや やくいん

→ レッドカードまたはイエローカードを示すことができます。
しめ

カードを示すためにプレーの再 開をおくらせる。
しめ さいかい

・主 審が、警 告または退 場 と判 断したときは、カードを示すまで、プレー
しゆしん けいこく たいじよう はんだん しめ

を再 開しません。
さいかい

・ただし、主 審が、カードを示すまえに、クイックスタートしたときは、つぎに
しゆしん しめ

プレーが停止したときに、カードが示されます。
ていし しめ

・なお、カードを示す前に、クイックスタートし、「決 定 的な得 点の機会の阻
しめ まえ けつていてき とくてん きかい そ

止のときは：→ 競 技者は警 告されます。 （退 場 ではありません）
し きようぎしや けいこく たいじよう

・相手の「おおきなチャンスとなる攻 撃」を妨 害、または、阻止したときは：
あいて こうげき ぼうがい そ し

→ 警 告されません。 （警 告ではありません）
けいこく けいこく

アドバンテージ

警 告や退 場 となるべき反 則に対して、主 審がアドバンテージを適 用した
けいこく たいじよう はんそく たい しゆしん てきよう

とき、この警 告や退 場 処置は、次にボールがアウトオブプレーになったとき
けいこく たいじようしよち つぎ

に 行 われなければなりません。しかし、反 則が相手チームの決 定 的な得 点
おこな はんそく あいて けつていてき とくてん

の機会を阻止するものであった場合、 競 技者は反スポーツ的 行為で警 告さ
きかい そ し ばあい きようぎしや はん てきこうい けいこく

れ反 則が大きなチャンスとなる 攻 撃を妨 害、または阻止したものであったと
はんそく おお おさむ ぼうがい そ し

きは警 告されません。
けいこく
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【さんこうしりょう】

・「決 定 的な得 点の機会の阻止」とは、例えば、攻 撃 側 競 技者と相手ゴー
けつていてき とくてん きかい そ し たと こうげきがわきようぎ しや あいて

ルキーパーが、１対１となったとき、ゴールキーパーが攻 撃 側 競 技者にファ
こうげきがわきようぎ しや

ウルをして、得 点を止めたら：→ 退 場 となります。
とくてん と たいじよう

・「大きなチャンスとなる攻 撃の阻止」とは、例えば、攻 撃 側 競 技者が、得 点
おお こうげき そ し たと こうげきがわきようぎしや とくてん

のチャンスがあるとき、守備側 競 技者がファウルしたが、決 定 的なチャン
しゆ び がわきよう ぎ しや けつていてき

スではないケース： → 警 告となります。
けいこく

カードを示すためにプレーの再 開を遅らせた ときは：
しめ さいかい おそ

・「決 定 的な得 点の機会の阻止」は： → 警 告となり、
けつていてき とくてん きかい そ し けいこく

「すばやい」

フリーキック 攻 撃 側 競 技 者
こうげきがわきようぎし

決 定 的 な
けつ てい てき

得 点の機会の 守備側競技者
とくてん きかい しゆびがわきようぎし

阻止
そ し

※「決 定 的な得 点の機会の阻止」は退 場 ですが、
けつていてき とくてん きかい そ し たいじよう

この場合、警 告となります。
ばあい けいこく

・「大きなチャンスとなる攻 撃の阻止」は： → 警 告されません。
おお こうげき そ し けいこく

「すばやい」

フリーキック 攻 撃 側 競 技 者
こうげきがわきようぎし

大 きなチャ
おお

ンスとなる攻 撃の 守備側競技者
こうげき しゆびがわきようぎし

阻止
そ し

※「大きなチャンスとなる攻 撃の阻止」は警 告ですが、
おお こうげき そ し けいこく

この場合、警 告されません。
ばあい けいこく

アドバンテージの採 用のときも、同じです。
さいよう おな
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警 告となる反 則
けいこく はんそく

競 技者は、次のとき警 告されます。
きようぎしや つぎ けいこく

①プレーの再 開をおくらせる。
さいかい

②言葉または行 動で、異議を示す。
ことば こうどう い ぎ しめ

③主 審の 承 認なく、 競 技のフィールドに入ったり、出たりする。
しゆしん しようにん きようぎ はい で

④ドロップボール、コーナーキック、フリーキック、またはスローインでプレーが

再 開されるときに規定の距離をまもらない。
さいかい きてい きより

⑤くりかえし反 則する。
はんそく

⑥「反スポーツ的 行為」をする。
はん てきこうい

交 代 要 員または交 代してでた 競 技者は、次のとき警 告されます。
こうたいよういん こうたい きようぎしや つぎ けいこく

①プレーの再 開をおくらせる。
さいかい

②言葉または行 動で、異議を示す。
ことば こうどう い ぎ しめ

③主 審の 承 認なく、 競 技のフィールドに入ったり、出たりする。
しゆしん しようにん きようぎ はい で

④「反スポーツ的 行為」をする。
は ん てきこうい

得 点の 喜 び
とくてん よろこ

競 技者は得 点をしたときに 喜 ぶことはできますが、大げさにしてはいけ
きよう ぎ しや とくてん よろこ おお

ません。また、時間が長くてもいけません。
じかん なが

得 点の 喜 びのために 競 技のフィールドを離れることは、警 告の反 則で
とくてん よろこ きようぎ はな けいこく はんそく

はありません。

→ しかし、 競 技者は、できるだけ早く 競 技のフィールドに戻らなけ
きようぎしや はや きようぎ も ど

ればなりません。

次のときは、 競 技者は、得 点でなくても警 告されます。
つぎ きようぎしや とくてん けいこく

①ピッチの外 周 フェンスによじのぼったり、観 客 にちかづく。
がいしゆう かんきやく

② 挑 発したり、 嘲 笑 したり、相手の感 情 を刺激するような みぶりや
ちようはつ ちようしよう あい て かんじよう しげき

行動をする。
こうどう

③マスクや、おなじようなものを顔や 頭 にかぶる。
かお あたま

④シャツをぬぐ、シャツを 頭 にかぶる。
あたま

プレーの再 開を遅らせる
さいかい おそ

主 審は、次のように、プレーの再 開をおくらせる 競 技者を警 告します。
しゆしん つぎ さいかい きようぎしや けいこく

①スローインするとき、 急 に味方 競 技者とかわる。
きゆう みかたきようぎしや

②交 代のとき、 競 技のフィールドを でるのをおくらせる。
こうたい きようぎ
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③わざと、プレーの再 開をおくらせる。
さいかい

④主 審がプレーをとめたとき、ボールを遠くへけったりボールを手でもちさる。
しゆしん とお て

⑤フリーキックを、もう一度やらせるため、まちがったところからフリーキック
いちど

をする。

退 場 となる反 則
たいじよう はんそく

競 技者、交 代 要 員または交 代して 退 いた 競 技者が、次の反 則をした
きようぎしや こうたいよういん こうたい しりぞ きようぎしや つぎ はんそく

ときは： → 「退 場 」となります。
たいじよう

①ハンドの反 則で、、相手チームの得 点または決 定 的な得 点の機会を阻止
はんそく あいて とくてん けつていてき とくてん きかい そ し

する（自分たちのペナルティーエリア内にいるゴールキーパーを除く）。
じぶん ない のぞ

② 著 しく不正なプレーをする。
いちじる ふせい

③人をかむ、または人につばをはく。
ひと ひと

④乱 暴な行為をする。
らんぼう こうい

⑤攻 撃 的な、侮 辱 的な、または下品な発 言や身振りをする。
こうげきてき ぶじよくてき げひん はつげん み ぶ

⑥同じ試合の 中 で二つ目の警 告を受ける。
どう しあい ちゆう ふた め けいこく う

退 場 を命じられた 競 技者、交 代 要 員、または、交 代して 退 いた 競
たいじよう めい きよう ぎ しや こうたいよういん こうたい しりぞ きよう

技者は、 競 技のフィールド周辺およびテクニカルエリア 周 辺から、はなれ
ぎ しや きよう ぎ しゆうへん しゆうへん

なければなりません。

得 点、または、決 定 的な得 点の機会の阻止
とくてん けつていてき とくてん きかい そ し

・ 競 技者が、ハンドの反 則により、相手チームの得 点、または、決 定 的な得 点
きようぎしや はんそく あいて とくてん けつていてき とくてん

の機会を阻止したとき：
きかい そ し

→ 反 則が起きた場所にかかわらず、その 競 技者は退 場 を命じられ
はんそく お ば しよ きよう ぎ しや たいじよう めい

ます。

・ 競 技者が相手 競 技者に対して反 則を犯し、相手 競 技者の決 定 的な
きようぎしや あいてきようぎしや たい はんそく おか あいてきようぎしや けつていてき

得点の機会を阻止し、主 審がペナルティーキックを与えたとき、その反 則が
とくてん きかい そ し しゆしん あた はんそく

ボールをプレーしようと 試 みて犯された反 則だったとき：
こころ おか はんそく

→ 反 則を犯した 競 技者は警 告される。
はんそく おか きようぎしや けいこく

それ以外のあらゆる 状 況 （押さえる、引っぱる、押す、またはボールをプレ
いがい じようきよう お ひ お

ーする可能 性がないなど）は：
かのうせい

→ 反 則を犯した 競 技者は退 場 させなけれはいけません。
はんそく おか きようぎしや たいじよう
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・ 競 技者、退 場 となった 競 技者、交 代 要 員または交 代して 退 いた
きようぎしや たいじよう きようぎしや こうたいよういん こうたい しりぞ

競 技者が主 審から必 要な 承 認を得ることなく 競 技のフィールドに入り、
きようぎしや しゆしん ひつよう しようにん え きようぎ はい

プレーまたは相手 競 技者を妨 害し、相手チームの得 点あるいは決 定 的な
あい てきよう ぎ しや ぼうがい あい て とくてん けつていてき

得 点の機会を阻止したとき：
とくてん きかい そ し

→ 退 場 の対 象 となる反 則を犯したことになります。
たいじよう たいしよう はんそく おか

・「決 定 的な得 点の阻止」は、次の 状 況 を 考 えなければいけません。
けつていてき とくてん そ し つぎ じようきよう かんが

①反 則とゴールとの距離。
はんそく きより

②全 体 的なプレーの方 向。
ぜんたいてき ほうこう

③ボールをキープできる。または、コントロールできる可能 性。
かのうせい

④守備側 競 技者の位置と数。
しゆびがわきようぎしや い ち かず

著しく不正なプレー （インプレーの時のみです）
ふせい とき

相手 競 技者の安 全を おびやかすタックルまたは挑むこと、また、過 剰
あい て きよう ぎ しや あんぜん いど か じよう

な 力 や粗暴な行為をしたら：
ちから そぼう こうい

→ 著 しく不正なプレーをしたことで罰せられなければなりません。
いちじる ふせい ばつ

いかなる 競 技者もボールにチャレンジするとき過 剰 な 力 や相手 競 技者
きようぎしや かじよう ちから あいてきようぎしや

の安 全を おびやかす方 法で、相手 競 技者に、片 足もしくは 両 足で前
あんぜん ほうほう あいてきようぎしや かたあし りようあし まえ

横、あるいは後ろから突 進したら、 著 しく不正なプレー をしたことにな
よこ うし とつしん いちじる ふせい

ります。

乱 暴な行為 （インプレー・アウトオブプレーの 両 方の時があります）
らんぼう こうい りようほう とき

乱 暴な行為とは、身 体 的 接 触 のあるなしにかかわらず、 競 技者が、ボー
らんぼう こうい しんたいてきせつしよく きようぎしや

ルにチャレンジしていないときに相手 競 技者に、あるいは、味方 競 技者、
あいて きようぎ しや み かたきようぎ しや

チーム役 員、審 判 員、観 客 またはその他のひとに、過 剰 な 力 をつかっ
やくいん しんぱんいん かんきやく た かじよう ちから

たり粗暴な行為をする、または、しようとすることです。
そぼう こうい
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物（またはボール）を投げる反 則
もの な はんそく

すべて、主 審は適 切な 懲 戒 処置をとります：
しゆしん てきせつ ちようかいしよち

①無謀なとき → 「反スポーツ的 行為」として「警 告」します。
むぼう はん てきこうい けいこく

②過 剰 な 力 をつかったとき
かじよう ちから

→ 「乱 暴な行為」として「退 場 」を命じます。
らんぼう こうい たいじよう めい

（５）ファールや不正 行為の後のプレーの再 開
ふせいこうい あと さいかい

ボールがアウトオブプレーのとき：→その前の再 開 方 法で再 開されます。
まえ さいかいほうほう さいかい

ボールがインプレー中、競 技 者が競 技のフィールド内で、からだをつかっ
きようぎしや きようぎ ない

た反 則をしたとき：
はんそく

①相手 競 技者への反 則のとき：
あいてきようぎしや はんそく

→ 間 接フリーキック、 直 接フリーキック、またはペナルティーキック。
かんせつ ちよくせつ

②味方 競 技者、交 代 要 員、交 代して 退 いた 競 技者、退 場 となった
み かたきよう ぎ しや こうたいよういん こうたい しりぞ きよう ぎ しや たいじよう

競 技者、チーム役 員または審 判 員への反 則のとき：
きようぎしや やくいん しんぱんいん はんそく

→ 直 接フリーキックまたはペナルティーキック。
ちよくせつ

言葉による反 則は、すべて、間 接フリーキックとなります。
ことば はんそく かんせつ

第１３条 フリーキック
だ い じよう

（１）フリーキックの種 類
しゆるい

直 接および間 接フリーキックは、 競 技者、交 代 要 員、交 代や退 場 で
ちよくせつ かんせつ きようぎしや こうたいよういん こうたい たいじよう

退 いた 競 技者、または、チーム役 員が反 則をしたときに、相手チームに与
しりぞ きようぎしや やくいん はんそく あいて たく

えられます。

間 接フリーキックのシグナル
かんせつ

主 審は、片 腕を頭 上 にあげて、間 接フリーキックであることを示します。
しゆしん かたうで ずじよう かんせつ しめ

キックされ、他の 競 技者がボールに触れる、アウトオブプレーになる、または
た きようぎしや ふれ

直 接 得 点できないと わかるまで、このシグナルを続けます。
ちよくせつとくてん つづ
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片手をあげてフリーキックが間 接であることを、主 審が、わすれたときにボー
かたて かんせつ しゆしん

がけられて 直 接ゴールにはいったときは：
ちよくせつ

→ 間 接フリーキックは 再 び、けられます。
かんせつ ふたた

ボールがゴールに入る
はい

・ 直 接フリーキックのボールが相手ゴールに 直 接はいったとき：
ちよくせつ あいて ちよくせつ

→ 得 点となります。
とくてん

・間 接フリーキックのボールが相手ゴールに 直 接はいったとき：
かんせつ あいて ちよくせつ

→ ゴールキックとなります。

・ 直 接または間 接フリーキックが、自分のゴールに 直 接はいったとき：
ちよくせつ かんせつ じぶん ちよくせつ

→ コーナーキックとなります。

（２）進め方
すす かた

すべてのフリーキックは、反 則の場所から けります。
はんそく ばしよ

ただし、次は除きます。
つぎ のぞ

・相手チームのゴールエリア内でファウルがあり、攻 撃 側チームの間 接フリ
あい て ない こうげきがわ かんせつ

ーキックのとき：

→ 反 則があったところにもっとも近いゴールラインに平 行なゴールエ
はんそく ちか へいこう

リアのライン 上 で、けらなければいけません。
じよう

【さんこうしりょう】

・相手 競 技者は、ボールがインプレーなるまで、自分のゴールポストのあい
あい て きよう ぎ しや じ ぶん

だのゴールライン 上 にたつ以外は、９．１５ｍ以 上 ボールからはなれなけれ
じよう いがい いじよう

ばいけません。

・ボールはけられて、明らかに動いたときインプレーとなります。
うご

・ゴールエリア内の間 接フリーキックは、ファウルのあったところに、もっとも
ない かんせつ

近いゴールラインに平 行なゴールエリアのライン 上 でけります。
ちか へいこう じよう

× 反 則の場所
はんそく ばしよ

間 接 FK
かんせつ

攻 撃
こうげき
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・守備側チームが自分のゴールエリア内でフリーキックをけるときは：
しゆびがわ じぶん ない

→ エリア内のどこからけってもかまいません。
ない

・ 競 技者が主 審の 承 認なく 競 技のフィールドに出入りしてファウルした
きよう ぎ しや しゆしん しようにん きよう ぎ で い

ときは：

→ プレーが停止したときにボールがあったところから、けります。
ていし

・しかし、 競 技者が 競 技のフィールドの外でファウルしたときは：
きようぎしや きようぎ そと

→ ファールがおきたところから最も近い 境 界 線 上 からけられるフリー
も つ とちか きようかいせんじよう

キックでプレーは再 開されます。
さいかい

そのフリーキックの位置が、ファールをした 競 技者自身のペナルティ
い ち きようぎしやじしん

ーエリアの 境 界 線 上 であれば、ペナルティーキックとなります。
きようかいせんじよう

ボールは：

・静止していなければならず、キッカーは他の 競 技者がボールにさわるまで、
せいし た きようぎしや

再 び、さわってはいけません。
ふたた

・けられて明らかに動いたときにインプレーとなります。
あき うご

・ボールがインプレーになるまで、すべての相手 競 技者は
あいてきようぎしや

→９．１５ｍ以 上 ボールから離れなければいけません。
いじよう

→相手のペナルティーエリア内のフリーキックは、ペナルティーエリアの外
あいて ない そと

にいなければいけません。

３人以 上 の守備側チームの 競 技者が「壁」をつくったとき、すべての攻
にん い じよう しゆ び がわ きよう ぎ しや かべ こう

撃 側チームの 競 技者は ボールがインプレーになるまで「壁」から１ｍ以 上
げきがわ きようぎしや かべ いじよう

離れていなければいけません。

【さんこうしりょう】

３ 人 以 上 の 守 備 側 チ
にん い じよう しゆ び がわ

ームの壁のときは：
かべ

「壁」の、前後左右、
ぜんごさゆう

１ｍ以上、攻撃側は、

１０ヤードの壁 離れていなければいけま
はな

せん。

フリーキック
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フリーキックは、片 足で、または 両 足で同時にもちあげることができます。
かたあし りようあし どう じ

相手 競 技者を混 乱させるためにフェイントをつかってフリーキックをけって
あい てきよう ぎしや こんらん

もよろしい。

競 技者がフリーキックを正しくけって、不用意でも、無謀でも、また過 剰
きよう ぎしや ただ ふようい むぼう かじよう

な 力 をつかわず、わざと、ボールを相手にあてて、はね返ったボールを 再
ちから あい て かえ ふたた

び自分のものにしたとき： → 主 審はプレーを続けさせます。
じぶん しゆしん つづ

（３）反 則と罰 則
はんそく ばつそく

・フリーキックのとき、相手 競 技者が、９．１５ｍより近くにいるとき：
あいてきようぎしや ちか

→ アドバンテージを適 用できるとき以外は、キックは再びけられます。
てきよう いがい ふ た た

・ただし、 競 技者がフリーキックをすばやくけって、ボールが９．１５ｍ離れて
きようぎしや はな

いない相手 競 技者がボールをインターセプト（とめる）したとき：
あいてきようぎしや

→ 主 審はプレーを続けさせます。しかし、相手 競 技者が、わざとフリー
しゆしん つづ あいてきようぎしや

キックを妨 害したら、その 競 技者はプレーの再 開を遅らせたことで
ぼうがい きよう ぎ しや さいかい おく

警 告されます。
けいこく

・フリーキックがけられるとき、３人以 上 の守備側チームの 競 技者が作る
にんいじよう しゆびがわ きようぎしや つく

「壁」から、攻 撃 側チームの 競 技者が１ｍ以 上 離れていないとき：
かべ こうげきがわ きようぎしや いじよう

→ 間 接フリーキックとなります。
かんせつ

・守備側チームがペナルティーエリア内でフリーキックをけるとき、ペナルティー
し ゆ びがわ ない

エリアから出る時間がなく相手 競 技者が、ペナルティーエリアにいたとき：
で じかん あいてきようぎしや

→ 主 審はプレーを続けさせます。
しゆしん つづ

・フリーキックをけるときに、ペナルティーエリア内にいるか、ボールがインプレ
ない

ーになる前にペナルティエリアにはいった相手 競 技者が、ボールがインプレ
まえ あい て きよう ぎ しや

ーになる前のボールにさわるか、チャレンジしたとき：
まえ

→ フリーキックは 再 びけられます。
ふたた

・ボールがインプレーになって、他の 競 技者がさわる前に、キッカーが 再 びボ
た きようぎしや まえ ふたた

ールにさわったとき（２度さわり）：
ど

→ 間 接フリーキックとなります。
かんせつ

・ただし、キッカーがハンドのファウルをしたら： → 直 接フリーキックです。
ちよくせつ
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・反 則がキッカーのペナルティーエリア内のとき：
はんそく ない

→ ペナルティーキックとなります。

・ただし、キッカーがゴールキーパーのとき：

→ 間 接フリーキックとなります。
かんせつ

第１４条 ペナルティーキック
だ い じよう

競 技者が、ペナルティーエリアの中で、または、第１２ 条 （ファールと不
きよう ぎ しや なか だい じよう ふ

正 行為）および第１３ 条 （フリーキック）に規定されるプレーの一 環とし
せいこう い だい じよう き てい いつかん

て 競 技のフィールド外に出て 直 接フリーキックとなる反 則を犯したときは
きよう ぎ が い で ちよくせつ はんそく おか

→ ペナルティーキックが与えられます。
あた

ペナルティーキックから 直 接 得 点することができます。
ちよくせつとくてん

（１）進め方
すす かた

①ボールはペナルティーマークの中心にボールの一部が触れるか、かかっている状

態で静止していなければなりません。
せいし

（さんこうしりょう）

今迄の 考 え方 改正点 改 正 点
いままで かんが かた かいせいてん かいせいてん

22cm
ペナルティーマークに 中 心にボールの一 部が

ちゆうしん いちぶ

ボールが 入る 触れるか、かかれば良い
はい ふ よ

上
か
ら

横
か
ら

✔ ✔ ✔ ✘ ✘
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②ペナルティーキックをける競 技 者は、特 定されなければなりません。
きようぎしや とくてい

（だれがけるか、きめること）

③ゴールキーパーは、ボールがけられるまで、キッカーに向かって、 両 ゴー
むか りよう

ルポストの 間 のゴールライン 上 にいなければなりません。
あいだ じよう

ゴールキーパーは、キッカーを不正にだますような行動をしてはいけません。
ふせい

例えば、キックを遅らせる、ゴールポスト、クロスバー、またはゴールネットに

触れること。
ふ

④キッカーとゴールキーパー以外の 競 技者は、次のように位置します。
いがい きようぎしや つぎ い ち

・ペナルティーマークから少なくとも
すく

９．１５ｍ以 上 離れる。
いじようはな

・ 競 技のフィールドの中
きようぎ なか

ボールが蹴られるまで
け

ゴールキーパーは

ペナルティ－マーク 足を ゴールライ
あし

ンに触れさせてい
ふ

るか、ゴールラ

インの

上 方、
じようほう

または後 方
こうほう

・ペナルティーエリア に位置しなけ
い ち

の外 ればいけま
そと

オフサイドライン せん。

・ペナルティーマークの後 方（オフサイドとの関 係）
こうほう かんけい

⑤ 競 技者が規定される位置についたら：
きようぎしや きてい い ち

→ 主 審は、ペナルティーキックをける合図をします（笛を吹く）。
しゆしん あいず ふえ ふ

⑥ペナルティーキックをける 競 技者は：
きようぎしや

→ ボールを前 方にけらなければいけません。
ぜんぽう

ボールが前 方に動くのであれば、バックヒールも認められます。
ぜんぽう うご みと

ボールがけられるとき、守備側ゴールキーパーは、少なくとも片 足の一部を
しゆ び がわ すく かたあし いち ぶ

ゴールラインに触れさせているか、ゴールラインの上 方、または後 方に位置
ふ じようほう こうほう い ち

しなければいけません。

ボールは、けられて明らかに動いたときインプレーとなります。
あき うご

他の 競 技者がボールに触れるまで、キッカーは 再 びボールをプレーしてはい
た きようぎしや ふれ ふたた

けません。（２度さわり）
ど



- 50 -

ペナルティーキックは、つぎのときに完 了 します。
かんりよう

①ボールの動きが止まったとき。
うご と

②ボールが、アウトオブプレーになったとき。

③反 則で、主 審が笛をふいてプレーをとめたとき。
はんそく しゆしん ふえ

試合および延 長 戦の前 半、後 半の 終 了 時にペナルティーキックを 行
し あい えんちようせん ぜんはん こうはん しゆうりよう じ おこな

うために、時間が追加されます。（PKはかならずけらせます）
じかん ついか

時間が追加されたときのペナルティーキックは、次のときに完 了 します。
じかん ついか つぎ かんりよう

①ペナルティーキックをけった後、ボールが動きをとめたとき。
あと うご

②ボールがアウトオブプレーとなったとき。

③守備側ゴールキーパー以外の 競 技者がボールをプレーしたとき、あるいは
しゆび がわ いがい きようぎ しや

キッカーまたはキッカーのチームが反 則をして主 審がプレーをとめたとき。
はんそく しゆしん

守備側チームの 競 技者（ゴールキーパーを含む）が反 則を犯し、ペナルテ
しゆ びがわ きよう ぎ しや ふく はんそく おか

ィーキックが失 敗した、あるいはセーブされたとき：
しつぱい

→ ペナルティーキックを 再 び 行 います。
ふたた おこな

（２）反 則と罰 則
はんそく ばつそく

主 審がペナルティーキックを 行 う合図をしたあとで、ボールがインプレーになる前
しゆしん おこな まえ

に、次のいずれかのケースがあったとき： → 反 則となります。
つぎ はんそく

以前は、キッカーとゴールキーパー以外の競 技 者が、ペナルティーエリアに入ると
いぜん いがい きようぎしや

「反 則」でしたが、これからは次のケースのように、プレーに影 響があったか、
はんそく つぎ えいきよう

なかったかの見分けとなります。
み わ

①ペナルティーキックをけった競 技 者の味方競技者が、ペナルティーエリアに
きようぎしや みかたきようぎしや

侵 入して、明らかにゴールキーパーに影 響を与えた。
しんにゆう あき えいきよう あた

または、侵 入した競 技 者がボールをプレーし、またはボールに向かうことで
しんにゆう きようぎしや む

相手競技者にチェレンジして、その後、得 点する、得 点しようとする、または
あいてきようぎしや ご とくてん とくてん

得 点の機会をつくりだす。
とくてん きかい

②ゴールキーパーの味方競技者が、侵 入して、明らかにキッカーに影 響を
みかたきようぎしや しんにゆう あき えいきよう

与えた。
あた

または、侵 入した競 技 者がボールをプレーし、またはボールに向かうことで
しんにゆう きようぎしや む

相手競技者にチャレンジして、相手競技者が得 点する、得 点しようとする、
あいてきようぎしや あいてきようぎしや とくてん とくてん

または得 点の機会をつくりだすことを 妨 げる。
とくてん きかい さまた
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①のケース

ペナルティーキックをけった競 技 者の味方競技者が、ペナルティーエリアに
きようぎしや みかたきようぎしや

侵 入していることは、ファウルではありません。
しんにゆう

攻撃側

守備側

明らかにゴールキーパーに影 響を与えたら、ファウルとなります。
あき えいきよう あた

攻撃側

守備側

②のケース

ゴールキーパーの味方競技者が、ペナルティーエリアに侵 入していることは、
みかたきようぎしや しんにゆう

ファウルではありません。

攻撃側

守備側
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明らかにキッカーに影 響を与えたら、ファウルとなります。
あき えいきよう あた

攻撃側

守備側

ボールが蹴られた時に、次のことがあったとき：→ペナルティーキックの結果によ
け とき つぎ けつか

るまとめ

反 則 ボールが ボールがゴールに
はんそく

ペナルティーエリア内に ゴールにはいったとき はいらなかったとき

影 響があると： 影響があると：
えいきよう

攻 撃 側 競 技 者が ペナルティーキックを 間 接フリーキック
こうげきがわきようぎしや かんせつ

ペナルティーエリアに 再 び 行 う 影響なし：
ふたた おこな

入った時 影 響なし：ゴール ペナルティーキックは
はい とき えいきよう

再 び 行 われない
ふたた おこな

影 響があると：ゴール 影響があると：
えいきよう

守 備 側 競 技 者がペ ペナルティーキックを
しゆびがわきようぎしや

ナルティーエリアに 影 響なし：ゴール 再 び 行 う
えいきよう ふたた おこな

入った時 影響なし：ペナルティーキック
はい とき

は 再 び 行 われない
ふたた おこな

守備側 競 技者と、影 響があると： 影 響があると：ペナルティ
しゆびがわきようぎしや えいきよう えいきよう

攻 撃 側 競 技 者 ペナルティキックを キックを再び 行 う
こう げき がわ きよう ぎ しや さい おこな

が、ペナルティーエ 再び 行 う 影響なし：ペナルティーキッ
さい おこな

リアに入った時 影 響なし：ゴール クは 再 び 行 われない
はい とき えいきよう ふたた おこな

セーブされないとき：ペナルテ

ゴールキーパーの 得 点となる ィキックは 再 びおこなわれな
とくてん ふたた

反 則 い（キッカーが影 響 を受け
はんそく えいきよう う

ていない限り）
かぎ

セーブされたとき：ペナルティ

ーキックを 再 びおこない、ゴ
ふたた

ールキーパーに 注 意、以後の
ちゆうい い ご

反 則は警 告
はんそく けいこく

ゴールキーパーとキ 得 点ではない 間 接フリーキック
とくてん かんせつ

ッカーが同時に反 間 接フリーキック（守備 ＋ キッカーに警 告
どう じ はん かんせつ しゆ び けいこく

則 側）
そく がわ

＋ キッカーに警 告
けいこく
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ボールが後 方 にけ 間 接フリーキック 間 接フリーキック
こうほう かんせつ かんせつ

られた

不正なフェイント 間 接フリーキック 間 接フリーキック
ふせい かんせつ かんせつ

助 走 中 のフェイ ＋ キッカーに警 告 ＋ キッカーに警 告
じよそうちゆう けいこく けいこく

ントは OK
特 定されていない 間 接フリーキック 間 接フリーキック
とくてい かんせつ かんせつ

キッカー ＋ 特 定されていない ＋ 特 定されていないキ
とくてい とくてい

キッカーに警 告 ッカーに警 告
けいこく けいこく

（さんこうしりょう）

ペナルティーキックが 行 われたのちに：
おこな

①ほかの 競 技者がボールに触れる前にキッカーがボールに 再 び触れたとき。
きようぎしや ふれ まえ ふたた ふれ

→ 間 接フリーキック ・ハンドのとき→ 直 接フリーキック
かんせつ ちよくせつ

②ボールが前 方に進 行 中 、外 的 要 因がボールに触れる。
ぜんぽう しんこうちゆう がいてきよういん ふ

→ 攻 撃 側チームによる妨 害でなければ、得 点を認めます。
こうげきがわ ぼうがい とくてん みと

③ボールがゴールキーパー、クロスバー、ゴールポストから 競 技のフィールド
きようぎ

内にはね返ったのち、外 的 要 因がボールに触れる
かえ がいてきよういん ふ

→ 主 審はプレーを停止 します。プレーは、外 的 要 因がボールに触れ
しゆしん ていし がいてきよういん ふ

た場所で、ドロップボールにより再 開 されます。
ばしよ さいかい

蹴 球 競 技規則 サッカー 競 技規則 Laws of the Game
しゆうきゆうきようぎ きそく きようぎ きそく

1970～ 1971 1972～ 1973 １９７４～現 在
げんざい

（かなり古いものです）
ふる

ページ数：５７ページ ２３／２４年版のページ数：２１１ページ
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第１５条 スローイン
だ い じよう

スローインは、グランド 上 または空 中 でボールの全 体がタッチラインを越え
じよう くうちゆう ぜんたい こ

たとき、最後にボールに触れた 競 技者の相手 競 技者に与えられます。
さいご ふれ きようぎしや あいてきようぎしや あた

スローインから 直 接 得 点することはできません。
ちよくせつとくてん

【さんこうしりょう】

※ 次の図は「 競 技のフィールド」を、真上からみています。
つぎ ず きようぎ まうえ

タッチラインの外 側に壁があると思ってください。その壁からボールが
そとがわ かべ おも かべ

完 全にでたら： → 相手チームの、スローインとなります。
かんぜん あいて

かべがあると

思ってください
おも

かべがあると

インプレー アウトオブプレー 思ってください
おも

（スローイン）

①ボールが相手チームのゴールに入ったとき：→ ゴールキック。
あいて はい

スローインの スローイン スローインの

ボールが： ボールが：

相手のゴールに 攻 撃 味方のゴールに入
あい て こうげき み かた はい

入る る
はい

相手のゴールキ 相手のコーナーキ
あい て あい て

ック ック

ローイン

②ボールが味方のゴールに入ったとき：→ コーナーキック。
みかた はい
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みなさーん。スローインは

座って投げてもよいですか。
すわ な

ダメです。かならず、立って投げなければ
た な

いけません。

スローインはタッチラインから、

後ろへ離れて投げてもよいですか。
はな な

ダメです。ボールが出たところから
で

投げなければいけません（ただし、
な

ロングスローの助走はできます）。
じよそう

【さんこうしりょう】 ●スローインを投げるポイント
な

競 技のフィールド
きようぎ

タッチライン

ボールがタッチラインから

出たところから投げます。
で な

スローインはからだの 正 面でなく、
しようめん

手でひねって横方向へ投げてもよいですか。
て よこほうこう な

ダメです。ボールは、真っ直ぐに
ま す

投げなければいけません。
な

ロングスローのときはボールを投げた後なら
な あと

足がグランドから離れてもよいですか。
あし はな

ダメです。足はグランドに着いて
あし つ

いなければいけません。

選手交代でインの選手は、 競 技のフィールドに
せんしゆこうたい せんしゆ きよう ぎ

入らなくてもスローインができますか。
は い

ダメです。一度、 競 技のフィールドに入らなければ
いち ど きよう ぎ は い

スローインはできません。
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（１）進め方
すす かた

ボールを投げいれるとき、スローワーは：
な

① 競 技のフィールドにむかって立って
きようぎ た

② 両 足とも、その一部をタッチライン 上 またはタッチラインのそとのグラウ
りようあし いちぶ じよう

ンドにつけて、

【さんこうしりょう】※ 真上から見た、靴のかたちです。
まうえ み くつ

かかとが上がればファウルです。
あ

投げたあと、たおれこむ
な

（足は離れていない）
あし はな

競 技のフィールドのそ
きようぎ

と

グランドから

グランドから離れない グランドから 離 れないよう
はな はな

ように、すべらせる。 離れる。 に、すべらせる。
はな

（ロングスロー）

③ボールが 競 技のフィールドから出たところで、 頭 の後 方から頭 上 を通
きよう ぎ で あたま こうほう ず じよう とお

して 両 手をつかってボールを投げなければいけません。
りようて な

【さんこうしりょう】 ●ファウルスロー

頭 上 を通さずに、顔や、
ずじよう とお かお

ひたいの前からなげたら：
まえ

→ ファウルスローです。



- 57 -

すべての相手 競 技者は、スローインの場所のタッチライン 上 の地点から
あいてきようぎしや ばしよ じよう ちてん

２ｍ以 上 離れなければいけません。
いじようはな

【さんこうしりょう】

相手 競 技者
あいてきようぎしや

２ｍ 競 技のフィールド内
きようぎ ない

●ボールが 競 技のフィールドから出た地点から投げる。
きようぎ で ちてん な

※ 相手 競 技者が正しい位置まで下がらないとき： → 「警 告」。
あいてきようぎしや ただ い ち さ けいこく

ボールは、 競 技のフィールドに入ったときにインプレーとなります。
きようぎ はい

ボールが 競 技のフィールドに入る前にグランドに触れたとき：
きようぎ はい まえ ふ

→ おなじ地点から同じチームによるスローインで、再 開されます。
ちてん おな さいかい

スローインが正しく 行 われなかったとき：
ただ おこな

→ 相手チームのスローインとなります。（ファウルスロー）
あいて

競 技者がスローインを正しくなげて、不用意でも、無謀でも、また過 剰 な 力
きようぎしや ただ ふようい むぼう かじよう ちから

をつかうことなく わざと、ボールを相手 競 技者に投げて、はねかえったボー
あいてきようぎしや な

ルを自分のものとしたとき：
じぶん

→ 主 審はプレーを続けさせます。（ノーファウル）
しゆしん つづ

スローワーは他の 競 技者が触れるまで 再 びボールに触れてはいけません。
た きようぎしや ふ ふたた ふれ

（２）反 則と罰 則
はんそく ばつそく

ゴールキーパー以外の 競 技者によるスローイン
いがい きようぎしや

ボールがインプレーになって、他の 競 技者が触れる前にスローワーがボール
た きようぎしや ふ まえ

に 再 び触れたとき： → 間 接フリーキック。 （反 則の起きた場所）
ふたた ふれ かんせつ はんそく お ばしよ

スローワーがハンドの反 則をしたとき： → 直 接フリーキック。
はんそく ちよくせつ

（反 則の起きた場所）
はんそく お ばしよ

反 則がスローワーのペナルティーエリアの中で起きたとき：
はんそく なか お

→ ペナルティーキック。
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ゴールキーパーによるスローイン

ただし、スロワーがゴールキーパーのとき：→ 間 接フリーキック。
かんせつ

反 則がゴールキーパーのペナルティーエリアの中で起きたとき：
はんそく なか お

→ 間 接フリーキック。 （反 則の起きた場所）
かんせつ はんそく お ばしよ

ゴールキーパーが意図的にハンドの反 則をしたとき（ペナルティエリアの外）：
はんそく

→ 直 接フリーキック。 （反 則の起きた場所）
ちよくせつ はんそく お ばしよ

スローワーを不正に惑わせたり 妨 げたりする相手 競 技者は（スローインが
ふせい まど さまた あい て きようぎ しや

なげられるところから２ｍ以内に近寄っても）：
いない ちかよ

→ 「反スポーツ的 行為」で「警 告」。
はん てきこうい けいこく

スローインが既に投げられたとき： → 間 接フリーキック。
すで な かんせつ

その他の反 則のとき： → 相手チームの 競 技者のスローイン。
た はんそく あいて きようぎしや

第１６条 ゴールキック
だ い じよう

ゴールキックは、グランド 上 または空 中 にかかわらず、最後に攻 撃 側
じよう くうちゆう さいご こうげきがわ

競 技者が触れたボールの全 体がゴールラインを越え、得 点とならなか
きようぎしや ふ ぜんたい こ とくてん

ったときに与えられます。
あた

【さんこうしりょう】

※ 次の図は「 競 技のフィールド」を、真上からみています。
つぎ ず きようぎ まうえ

ゴールラインの外 側に壁があると思ってください。その壁からボールが
そとがわ かべ おも かべ

完 全に超えて、得 点にならなかったら相手チームのゴールキックとなり
かんぜん こ とくてん あいて

ます。

かべがあると

思ってくださ

い

インプレー

かべがある

と思ってく アウトオブプレー

ださい
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相手チームのゴールに、、ゴールキックから 直 接 得 点することができます。
あいて ちよくせつとくてん

味方のゴールに 直 接 入ったとき → 相手 競 技者のコーナーキックです。
みかた ちよくせつはい あいてきようぎしや

（１）進め方
すす かた

①ボールは、静止し、ゴールエリア内のどこからでも守備側 競 技者によって
せいし ない しゆびがわきようぎしや

けられます。

②ボールは、けられて明らかに動いたときにインプレーとなります。
あき うご

③相手 競 技者は、ボールがインプレーになるまで、ペナルティーエリアの外に
あいてきようぎしや ほか

いなければなりません。

【もんだい】 ゴールキックのときのボールを置く位置は、次のどれが正しいですか。
お い ち つぎ ただ

【こたえ】

（２）反 則と罰 則
はんそく ばつそく

・ボールがインプレーになって、他の 競 技者が触れる前にキッカーがボールに
た きようぎしや ふ まえ

再び触れたとき： → 間 接フリーキック。 （２度さわり）
ふたた ふれ かんせつ ど

ゴールキーパー以外のキッカーが：
いがい

キッカーがハンドの反 則を犯したとき： → 直 接フリーキック。
はんそく おか ちよくせつ

・反 則がキッカーのペナルティーエリアの中で起きたとき：
はんそく なか お

→ ペナルティーキック。

ゴールキーパーによるゴールキック：

ただし、キッカーがゴールキーパーのとき： → 間 接フリーキック。
かんせつ

・ゴールキックのとき、相手 競 技者がペナルティーエリアから出る時間がなく
あい て きよう ぎ しや で じ かん

て残っていたとき：
のこ

→ 主 審はプレーを続けさせることができます。
しゆしん つづ



- 60 -

・ペナルティーエリア内にいる、または、ボールがインプレーになる前にペナルテ
ない まえ

ィーエリアに入った相手 競 技者が、ボールがインプレーになる前に触れる、
はい あい てきよう ぎしや まえ ふ

または、チャレンジするとき： → ゴールキックは 再 びおこなわれます。
ふたた

・ボールがインプレーになる前に 競 技者がペナルティーエリアに入って、ファ
まえ きよう ぎ しや はい

ールしたとき、または相手 競 技者によりファールされたとき：
あいてきようぎしや

→ ゴールキックが 再 びおこなわれ、反 則をした 競 技者は、その反 則に
ふたた はんそく きようぎしや はんそく

より警 告または退 場 が命じられることがあります。
けいこく たいじよう めい

その他のファウルには： → キックは 再 びおこなわれます。
た ふたた

第１７条 コーナーキック
だ い じよう

コーナーキックは、グランド 上 または空 中 にかかわらず、最後に守備側
じよう くうちゆう さい ご しゆ び がわ

競 技者が触れたボールの全 体がゴールラインを越え、得 点とならなかったと
きようぎしや ふ ぜんたい こ とくてん

きにあたえられます。

【さんこうしりょう】

※ 次の図は「 競 技のフィールド」を、真上からみています。
つぎ ず きようぎ まうえ

ゴールラインの外 側に壁があると、思ってください。その壁から、守備側
そとがわ かべ おも かべ しゆびがわ

競 技者に ふれたボールの全 体が、完 全にゴールラインを超えて、得 点
きようぎしや ぜんたい かんぜん こ とくてん

にならなかったら相手チームのコーナーキックとなります。
あいて

かべがあると

思ってくだ
おも

さい

インプレー

かべがある

と 思 って アウトオブプレー
おも

ください

相手チームのゴールには、コーナーキックから 直 接 得 点をすることができま
あいて ちよくせつとくてん

す。

ボールが味方のゴールに 直 接はいったときは：
みかた ちよくせつ

→ 相手 競 技者のコーナーキックとなります。
あいてきようぎしや
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（１）進め方
すす かた

①ボールは、ゴールラインを超えた地点に最も近い方のコーナーエリアの中
こ ちてん ちか ほう なか

に置かなければいけません。
お

②ボールは静止していて、攻 撃 側 競 技者によってけられます。
せいし こうげきがわきようぎしや

③ボールは、けられて明らかに動いたときインプレーとなります。コーナーエリ
あき うご

アを出る必 要はありません。
で ひつよう

④コーナーフラッグポストを動かしてはいけません。
うご

⑤相手 競 技者は、ボールがインプレーになるまで、コーナーアークから
あいてきようぎしや

９．１５ ｍ以 上 離れていなければいけません。
いじようはな

直 角のマークが目 印 となります。
ちよつかく めじるし

【もんだい】 コーナーキックのときのボールを置く位置は次の どれが正しいですか。
お い ち つぎ ただ

【こたえ】 真上からみて、ボールがコーナーエリアに少しでもかかればよいです。
まうえ すこ

ボール ボール

コーナーエリア ボール ボール

（２）反 則と罰 則
はんそく ばつそく

ボールがインプレーになって、他の 競 技者が触れる前にキッカーがボールに
た きようぎしや ふ まえ

再 び触れたとき： →間 接フリーキック。（反 則の場所）
ふたた ふれ かんせつ はんそく ばしよ

・キッカーがハンドの反 則のとき： → 直 接フリーキック。（反 則の場所）
はんそく ちよくせつ はんそく ばしよ

・反 則がキッカーのペナルティーエリアの中のときは： → ペナルティーキック。
はんそく なか

・キッカーがゴールキーパーのとき：

→ 間 接フリーキック。（反 則の起きた場所）
かんせつ はんそく お ばしよ

競 技者がコーナーキックを正くけり、不用意でも、無謀でも、また過 剰 な 力
きようぎしや ただし ふようい むぼう かじよう ちから

を用いることもなく、わざとボールを相手に当てて、はねかえったボールを 再
もち あいて あ ふたた

び自分のものとしたとき：→ 主 審はプレーを続けさせます。
じぶん しゆしん つづ

その他の反 則には：→ キックが 再 び おこなわれます。
た はんそく ふたた

・ボールはコーナーエリア内におかなければいけません。
ない
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みなさーん。サッカーの審判員に
しんぱんいん

チャレンジしてみませんか。

サッカーの審判員は４ 級 審判員から
しんぱんいん きゆうしんぱんいん

スタートです。

そして、３ 級 審判員、２ 級 審判員、
きゆうしんぱんいん きゆうしんぱんいん

１ 級 審判員とテストを受けて 昇 級 します。
きゆうしんぱんいん う しようきゆう

おわりに

皆さん、サッカーのルールを勉 強、
みな べんきよう

したのですから、ちょっと審 判の世界を ヤッホー
しんぱん せかい

のぞいてみませんか。 審判山
しんぱんやま

右の図は、審 判の世界を、山 登りに 崖 谷
みぎ ず しんぱん せかい やまのぼ がけ たに

たとえて説 明しています。
せつめい

崖あり谷あり川あり、雨が降ったり 雨
がけ たに かわ あめ ふ あめ

道に迷ったり、大 変な努 力の結果、
みち まよ たいへん どりよく けつか

頂 上に立った時の 喜 びは
ちようじよう とき よろこ

最高です。
さいこう

審 判の入 口は「4 級審判員」 川 ルートの選択
しんぱん いりぐち かわ せんたく

からです。

「４級審判員」は、Ｗｅｂ

講 習でもとれますよ。 審 判の入 口
こうしゆう しんぱん いりぐち

まちがいが見つかりましたら、つぎへ連 絡してください。
み れんらく
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